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平生町告示第４２号 

    令和３年第９回平生町議会定例会を、次のとおり招集する。 

令和３年８月３０日 

                             平生町長 浅本 邦裕 

   １ 期 日  令和３年９月９日 

   ２ 場 所  平生町議会議事堂 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

中丸 和則君         中村 武央君 

中本 敦子さん         赤松 義生君          

河藤 泰明君                  岩本ひろ子さん          

細田留美子さん                  河内山宏充君          

平岡 正一君                  村中 仁司君          

中川 裕之君 

      ────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────── 

令和３年 第９回（定例）平 生 町 議 会 会 議 録（第１日） 

令和３年９月９日（木曜日） 

─────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

令和３年９月９日 午前９時００分開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 請願の委員会付託 平生町学校給食基本構想に関する請願 

日程第５ 行政報告 

日程第６ 議案第４１号 令和３年度平生町一般会計補正予算 

日程第７ 議案第４２号 令和３年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第８ 議案第４３号 令和３年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第９ 議案第４４号 平生町章制定条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第４５号 押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 

日程第11 議案第４６号 工事請負契約の締結について（変更） 

日程第12 認定第１号 令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第13 認定第２号 令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第14 認定第３号 令和２年度平生町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第15 認定第４号 令和２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第16 認定第５号 令和２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第17 認定第６号 令和２年度平生町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第18 認定第７号 令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第19 報告第５号 専決処分の報告について（町長専決処分指定事項） 

日程第20 報告第６号 令和２年度平生町財政基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第21 報告第７号 令和２年度平生町育英基金の運営及び収支会計の状況報告 
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日程第22 報告第８号 令和２年度平生町土地開発基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第23 報告第９号 令和２年度平生町公共施設建設基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第24 報告第１０号 令和２年度平生町ふるさと振興基金の運営及び収支会計の状況報 

            告 

日程第25 報告第１１号 令和２年度平生町減債基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第26 報告第１２号 令和２年度平生町まちづくり基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第27 報告第１３号 令和２年度平生町国民健康保険事業基金の運営及び収支会計の状況

報告 

日程第28 報告第１４号 令和２年度平生町介護給付費準備基金の運営及び収支会計の状況報

告 

日程第29 報告第１５号 令和２年度平生町地球温暖化対策推進基金の運営及び収支会計の状

況報告 

日程第30 報告第１６号 令和２年度ボートパーク管理基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第31 報告第１７号 令和２年度平生町森林環境整備基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第32 報告第１８号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率

及び公営企業会計の資金不足比率の報告 

日程第33 一般質問・行政報告及び提出議案に対する質疑 

日程第34 決算特別委員会の設置 

日程第35 委員会付託 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 請願の委員会付託 平生町学校給食基本構想に関する請願 

日程第５ 行政報告 

日程第６ 議案第４１号 令和３年度平生町一般会計補正予算 

日程第７ 議案第４２号 令和３年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第８ 議案第４３号 令和３年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第９ 議案第４４号 平生町章制定条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第４５号 押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 

日程第11 議案第４６号 工事請負契約の締結について（変更） 

日程第12 認定第１号 令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について 
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日程第13 認定第２号 令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第14 認定第３号 令和２年度平生町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第15 認定第４号 令和２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第16 認定第５号 令和２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第17 認定第６号 令和２年度平生町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第18 認定第７号 令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第19 報告第５号 専決処分の報告について（町長専決処分指定事項） 

日程第20 報告第６号 令和２年度平生町財政基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第21 報告第７号 令和２年度平生町育英基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第22 報告第８号 令和２年度平生町土地開発基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第23 報告第９号 令和２年度平生町公共施設建設基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第24 報告第１０号 令和２年度平生町ふるさと振興基金の運営及び収支会計の状況報 

            告 

日程第25 報告第１１号 令和２年度平生町減債基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第26 報告第１２号 令和２年度平生町まちづくり基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第27 報告第１３号 令和２年度平生町国民健康保険事業基金の運営及び収支会計の状況

報告 

日程第28 報告第１４号 令和２年度平生町介護給付費準備基金の運営及び収支会計の状況報

告 

日程第29 報告第１５号 令和２年度平生町地球温暖化対策推進基金の運営及び収支会計の状

況報告 

日程第30 報告第１６号 令和２年度ボートパーク管理基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第31 報告第１７号 令和２年度平生町森林環境整備基金の運営及び収支会計の状況報告 

日程第32 報告第１８号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率

及び公営企業会計の資金不足比率の報告 

日程第33 一般質問・行政報告及び提出議案に対する質疑 

日程第34 決算特別委員会の設置 
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日程第35 委員会付託 

────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

１番 中丸 和則君       ２番 中村 武央君 

３番 中本 敦子さん       ６番 赤松 義生君 

７番 河藤 泰明君       ８番 岩本ひろ子さん 

９番 細田留美子さん       10番 河内山宏充君 

11番 平岡 正一君       12番 村中 仁司君 

13番 中川 裕之君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 金岡 泰史君       書記 園﨑 宏史君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 浅本 邦裕君  副町長 ………………… 髙木 哲夫君 

教育長 ………………… 清時 崇文君    会計管理者 …………… 田坂 孝友君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 …………………………………… 中尾 和正君 

地域振興課長 ………… 星出 一明君    町民福祉課長 ………… 淵上万理子さん 

税務課長 ……………… 池田 真治君  健康保険課長 ………… 川口 龍哉君 

産業課長兼農業委員会事務局長 ………………………………………… 吉岡 文博君 

建設課長 ……………… 友田  隆君 

教育次長兼学校教育課長 ………………………………………………… 河島  建君 

社会教育課長兼社会体育班長事務取扱 ………………………………… 三村 直子さん 

総務課主幹 …………… 横田 佳幸君 

     総務課長補佐兼財務班長  ………………………………………………… 久保 秀幸君 

────────────────────────────── 

午前９時００分開会・開議 

ủ    ただいまの出席議員は１１名であります。定足数に達しておりますので、
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これより令和３年第９回平生町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

─  

ủ    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により、議長において中村武央議員、中本敦子

議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

─  

ủ    日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月２４日までの１６日間といたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２４日までの

１６日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

─  

ủ    日程第３、諸般の報告をいたします。 

 お手元に配付しております議会日誌、並びに地方自治法第１２１条第１項の規定による本定例

会における議案等の説明のため出席を求めた者及び委任を受けた者の職氏名の写しをもって諸般

の報告といたします。 

────────────・────・──────────── 

─  

ủ    日程第４、平生町学校給食基本構想に関する請願の委員会付託を議題と

いたします。 

 この請願は、会議規則第８４条の規定により、お手元に配付の請願文書表のとおり、産業文教

常任委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

 

ủ    日程第５、行政報告を行います。 

 町長に行政報告を求めます。浅本町長。 
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ủ    議員の皆様おはようございます。 

日中は、まだまだ暑い日が続いておりますが、朝晩は過ごしやすい気候となってまいりました。 

９月５日、１３日間の日程を終え、第１６回夏季パラリンピック東京大会が閉幕いたしました。

東京オリンピック同様に新型コロナウイルスの影響で１年延期され、緊急事態宣言下での開催に

は賛否もありましたが、競技の中止などなく無事に終了いたしました。日本人選手の活躍もあり、

違いを認め、互いを尊重し、ともに生きる。それを当たり前のこととする共生社会の意義を多く

の人が感じたものになったのではないでしょうか。 

さて、この夏は、例年よりも早い梅雨明けとなりましたが、梅雨入りも早かったことから九州

北部地方では６３日間と長梅雨となりました。反面、降水量は平年の５割に届かないなど異例の

梅雨となりました。梅雨明け以降は、猛暑が続いておりましたが、８月に入り、台風９号の接近、

その後は梅雨末期のような大雨となり、全国各地で河川の氾濫や土砂災害などの甚大な災害が発

生しております。本町においては、幸いにも人的被害はありませんが、道路の崩落などが発生し

ており、一刻も早い復旧に向けて取り組んでいるところであります。 

秋は、「実りの秋」、「文化・芸術の秋」、「読書の秋」、「スポーツの秋」、「行楽の秋」、

そして「食欲の秋」と枕詞の多い季節でもあります。しかし、昨年に続いて今年の秋も、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止対策として、多くの行事が縮小・中止となっております。来年の秋こ

そは、このコロナ危機を乗り越え、「実り豊かな秋」を実感したいものであります。 

そうした中、定められました令和３年第９回平生町議会定例会を開催いたしましたところ、議

員の皆様におかれましては御多忙中にもかかわりませず全員の御出席を賜り、まことにありがと

うございます。 

 行政報告に入ります前に少し、国・地方を取り巻く情勢について、触れてみたいと思います。 

今月３日、菅首相は今月開催される自民党総裁選に立候補せず、再選を断念する考えを自民党

臨時役員会で表明されました。前日まで総裁選の前に行う党役員人事の話題が出ておりましたの

で、大変驚いたところです。新型コロナウイルス対策の失政によるものと言われておりますが、

誰が担っても難しいかじ取りではなかったかと感じているところであります。 

さて、新型コロナウイルス感染症の状況です。 

全国の新規感染者の状況は、８月２０日の２万５, ８６８人をピークに減少に転じており、   

９月６日時点では８, ２３４人となっています。次に入院中や療養中の人数は、８月２９日の

２３万１, ５９６人をピークに減少に転じ、９月５日時点で１８万４, ５５９人となっています。 

新型コロナ対応病床数に対する入院患者数の割合を見てみると、８月３１日時点で感染レベル

ステージⅣの基準である５０％を２８都府県で超えており、各地で病床逼迫が続いております。

こういった事態を受けて、２２の都府県及び３つの政令市では、仮の施設を活用し、一時的に医
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療施設を設置する、臨時医療施設を開設または開設予定としております。これは、厚労省が軽症

や中等症の患者の受け皿として、設置の検討を自治体に要請したことに応えたもので、今後、医

療人材の確保が課題となってまいります。 

次に、山口県の状況です。８月に入り、デルタ株による感染が急拡大したことから、新規感染

者数は８月１９日に１１９人となりましたが、その後は徐々に減少しており、９月６日時点で

２２人となっています。入院中や療養中の人数は９月６日時点で５７４人、新型コロナ対応病床

数に対する入院患者の割合は４５％となっており、病床逼迫の状況にはないものの、医療提供体

制に負荷がかかっている状態となっています。 

次に、新型コロナウイルスワクチンの接種状況です。全国でワクチン接種を受けた人の全人口

に対する割合は、９月２日時点で１回目の接種を受けた人が５５. ４４％、２回目の接種を受け

た人は４４. ７４％となっています。山口県のワクチン接種の状況は、１回目の接種を受けた人

の割合は６５. ３２％、２回目の接種を受けた人は５５. ２１％となっており、いずれも全国第

１位となっています。 

最後に、来年度の概算要求について触れてみたいと思います。国の令和４年度予算案の概算要

求が先月３１日に締め切られましたが、一般会計の要求総額は１１１兆円余りと、４年連続で過

去最大になりました。高齢化に伴う社会保障費の増大に加え、国債の償還や利払いに充てる国債

費の増加が背景にありますが、新型コロナ対策の事業では全額を示していない要求も多いことか

ら、歳出がさらに膨らむ可能性もあります。 

地方交付税に関して総務省は、「新経済・財政再生計画」等を踏まえ、交付団体を初め地方の

安定的な財政運営に必要となる一般財源の総額について、令和３年度地方財政計画の水準を下回

らないよう実質的に同水準を確保するとし、新型コロナ対応で逼迫する地方財政に配慮し、自治

体への交付ベースで０. ４％増の１７兆５, ００８億円を要求しています。これから本格的な各省

庁の予算折衝が行われますが、これまでも全国町村会や地方６団体で来年度予算要求や要望をし

てきたところであり、その動向を注視してまいりたいと思います。 

国の財政運営はコロナ禍で厳しさを増しており、昨年度は３度にわたる補正予算の編成により、

新規の国債発行額が１００兆円を突破しておりますが、コロナ禍で疲弊した地域経済の立て直し

は急務となります。新型コロナ対策は、国の責任において実施していくよう引き続き要望してい

く必要があります。 

特に地方交付税は、地方自治体にとって固有の確保されるべき財源であり、地方交付税がもし

減額されるということになれば、特に財政力の弱い町村にとって、行政運営や行政サービスに支

障の出ることが懸念されます。私といたしましても、様々な機会を捉えて、議会の皆様と一緒に

なって、精一杯、町の声や地方の声を県や国に上げていきたいと考えておりますので、引き続き、



-  9 -  

御指導、御協力のほど、よろしくお願い申し上げるものであります。 

それでは、これからは、６月定例会以降の諸般のことを中心に、行政報告として触れてみたい

と思います。 

まずは、新型コロナウイルスワクチン接種事業の進捗状況について、これまでの経過も踏まえ

て、報告いたします。 

本町の新型コロナウイルスワクチン接種は、４月２３日に２００人限定で７５歳以上高齢者を

対象とした優先接種の実施によりスタートいたしました。全ての高齢者を対象としたワクチン接

種は、５月１７日から開始し、７月２１日で終えております。 

６０歳から６４歳及び基礎疾患等を有する人を対象にしたワクチン接種は、個別接種を７月  

１２日から、集団接種は７月２６日から開始いたしました。１９歳以上の町内在住のすべての方

を対象にした集団接種は、８月３日から実施してまいりました。 

この間、接種を希望される高齢者施設の従事者や町内の幼稚園、保育園、小・中・高等学校に

勤務する教職員及び斎苑、渡船、一般廃棄物収集運搬事業所の従事者、さらには、１２歳から  

１８歳までの児童、生徒等が優先的にワクチン接種を受けることができるよう接種体制を確保し、

加速化に努めてまいりました。 

９月６日時点の状況は、１２歳以上の人で１回目の接種を終えた人数は８, ７１５名、２回目

の接種を終えた人数は７, ０４５名で、接種率はそれぞれ、１回目が８０. ７１％、２回目が

６５. ２４％となっております。 

続きまして、佐合島への小型衛生車の納入について報告いたします。 

令和２年度の新型コロナウイルス感染対策事業として取り組んでまいりました佐合島の小型衛

生車の更新事業につきまして、７月末に車両が完成し、佐合島へ納入いたしました。 

小型衛生車による、し尿の収集運搬は昭和６１年度に全国的にも珍しい形で、佐合島で始まっ

たものでございまして、小型衛生車導入と同じくして発足いたしました佐合島環境衛生組合によ

り、その運営がなされてまいりました。このたび更新いたしました小型衛生車につきましても、

引き続きこの組合に貸し出しを行い、運営していただくこととしています。 

８月３日には佐合島で、簡単な納入式を行わせていただき、参加された島民の方にも大変喜ん

でいただきました。今後も佐合島の衛生環境が良好な状態で維持していけるよう、町としても支

援してまいりたいと考えております。 

最後に都市計画に関しまして、報告いたします。 

平生町都市計画道路見直し方針案について、６月２４日の全員協議会で報告させていただきま

したが、その案について、７月９日から８月１３日まで広報で周知をするとともに、ホームペー

ジ、役場建設課及び佐賀出張所にて閲覧するなど、意見の募集をいたしました。住民の皆様から
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は、特に意見としてはありませんでした。 

また、今年度においては、国道１８８号柳井・平生バイパスに関連する平生横幹線の変更につ

いて、路線の地権者、隣接自治会を対象に、８月２０日に意見交換会を開催する予定としており

ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で中止といたしました。関係者の皆さんには、個別

に御説明いたしましたが、今のところ、御意見等はありません。 

今後のスケジュールですが、平生横幹線の変更について、年度内に変更決定を行う必要があり

ますので、１０月５日に都市計画説明会を開催する予定としております。その後に、公述の申し

出があった場合は、１０月２０日に公聴会を開催し、年内には都市計画変更案を縦覧する法定手

続を行うこととしており、年明けには本町並びに山口県の都市計画審議会で審議いただき、適当

と認められましたら、決定の告示を行い、都市計画の変更をさせていただきたいと考えておりま

す。 

以上で、行政報告を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

ủ    次に、教育行政に関する報告を求めます。清時教育長。 

ủ    それでは、６月定例会以降の教育行政の進捗状況や経過につきまして、

御報告を申し上げます。 

 まず、全国学力・学習状況調査についてでございます。 

小学６年生と中学３年生を対象とした全国学力・学習状況調査が、昨年度は新型コロナウイル

ス感染症対策から中止となりまして、今年度５月２７日に２年ぶりに実施されたことは既に御報

告しておりますが、８月末に国から結果の提供がありましたので、状況について御報告いたしま

す。 

テストの科目は国語と算数・数学の２科目で、小学６年生では２０年度から導入された新学習

指導要領の内容を反映し、資料やデータを活用して解く問題が初めて登場し、中学校３年生の国

語では問題の題材や設定として、電子メールやテレビ会議などが初めて取り上げられました。ま

た、質問紙調査のほうでは、児童生徒に対しては、生活関連や各教科への学習意欲、授業でのＩ

ＣＴの利用頻度、その他、学習方法、学習環境についての質問項目が、また、学校に対しては、

授業改善の取り組み状況や指導方法、新型コロナ感染症の影響、その他、教育条件の整備状況に

ついての項目が設けられておりました。 

県内公立学校の結果につきましては、報道発表により御案内のとおりですが、町の結果を申し

ますと、対象が異なることから毎年結果の変化はございますが、このたびは、小学校は国語で全

国正答率をやや上回り、算数においては上回っておりました。中学校では、国語、数学とも全国

正答率並みの結果でありました。 
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 また、国からの結果の提供が８月末であったため、質問紙調査をあわせた分析につきましては、

現在進めている状況でございますが、令和元年度の結果では小学校が国語・算数において全国平

均正答率並み、中学校が国語・数学においてやや下回るという結果であったことから考えますと、

学力課題を学校と町教委が共有し、施策に生かし、学校の日々の着実な取り組みによる成果が一

部にあらわれてきているものと考えています。 

これからの取り組みとしては、これまでの数学の基礎力と英語力に焦点をあてた取り組みを継

続しつつ、この分析結果や本調査からのメッセージをしっかりと受け止め、急激に変化するこれ

からの時代を見据えながら、新しい時代に必要となる資質・能力と言われています「学びに向か

う力」「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」、この習得を目指した取り組みを確実に進め

てまいります。 

次に、通学路の安全確保に向けた取り組みでございます。 

平生小学校は、本年度、県の「学校安全総合推進事業 ～子どもたちの安心安全総合推進事業

～」、このモデル地区として指定を受けまして、通学路の安全確保に向けた取り組みを進めてい

ます。これは、児童生徒が自らの命を守り抜く「主体的に行動する態度」、この育成を図り、地

域ぐるみの取り組みをモデル化して県内に広げていくこと、これを目的として取り組む事業です。 

 平生小学校では、６月２１日に第１回目の実践委員会を開催しています。実践委員会には、平

生小学校の校長を初め、中核となる関係教職員、柳井警察署、学校運営協議会委員や保護者に加

え、地域の代表者、県教育庁学校安全体育課から、また、学校安全アドバイザー２名が参加し、

本事業の実施計画について協議をいたしました。 

 この１週間後に、千葉県で下校中の児童の列にトラックが突っ込む交通事故が発生いたしまし

た。このことを受けて文科省からすぐに、抜け道などの車の速度が上がりやすい道路、ヒヤリハ

ットの事例があった箇所、改善要請があった箇所について、合同安全点検を実施し、リストアッ

プするように指導が行われていますが、この内容も含めて１学期末には、小学校の保護者を対象

に通学路の危険箇所アンケートを行い、それをもとに８月２４日には学校・家庭・地域合同の通

学路合同危険箇所点検を実施しています。 

今後は、この安全点検をもとにして、全校児童の一斉下校による通学路一斉点検を９月に行い、

その後、５年生の総合的な学習の時間を活用して、学校安全マップづくり・危険予測トレーニン

グの資料の作成・発表へと学びを深め、広げていく予定としています。 

また、その他にも、７月９日には本町の小中高による連携英語教育推進校の一環として行われ

ました、熊毛南高校の生徒１３人の平生小学校３年生の外国語活動への参加をはじめ、幼稚園の

教育の特色の柱であります、書き方教室や英会話教室など、報道や広報、ファンクラブ通信に取

り上げていただきました。 
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続きまして、社会教育の行事でございますが、８月３日、５日、６日の３日間で、平生町人権

学習講座を開催しました。１日目は、「違いを力にするために ～職場のコミュニケーションの

ヒント～」、このＤＶＤを活用してビデオフォーラムを行い、障害者といろいろな性、ハラスメ

ント、同和問題、働きやすさと働きがいなどを取り上げ、２日目は、山口県立大学看護栄養学部

看護学科の講師であります家入裕子氏から、「感染症と人権問題 ～ハンセン病と新型コロナウ

イルス感染症から学ぼう～」と題しまして、感染症についての正しい知識や予防、コロナ差別の

実態や人権尊重について御講演をいただきました。３日目は「『片想いの記』に思う ～ひびき

合いの中から～」と題しまして、周防大島町主任児童委員大川幸枝氏を講師にお迎えして、幸せ

や経験をもとに高齢者、子供、障害者などの人権課題について御講演をいただきました。 

 ８月１２日には、平生まち・むら地域交流センターで町内の小学生とその保護者を対象とした

「ふれあい天体観測会」、この開催を予定しておりました。保護者と子供合わせて６３名の参加

の申し込みがございましたが、天候と新型コロナウイルス新規感染者の急増から、残念ではあり

ますが中止とさせていただきました。 

最後に、社会教育及びスポーツ施設についてであります。 

県のデルタ株感染拡大防止集中対策期間の実施と町内及び近隣市町の感染の状況等から、８月

１７日から図書館の図書の貸し出し・返却・インターネット予約の利用以外は全ての施設につい

て、休館、利用中止としました。この間に県の集中対策期間が１２日まで延長されたこともあり

ましたので、現在は図書館を含め、全施設が１２日まで休館、利用中止としているところでござ

います。 

以上をもちまして、教育行政の報告を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

ủ    これをもって、行政報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-  13 -  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ủ    日程第６、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」から日

程第１１、議案第４６号「工事請負契約の締結について（変更）」及び日程第１２、認定第１号

「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について」から日程第１８、認定第７号「令和

２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について」までの件を一括議題と

いたします。 

それでは、町長から提案理由の説明並びに日程第１９、報告第５号「専決処分の報告について

（町長専決処分指定事項）」から日程第３２、報告第１８号「地方公共団体の財政の健全化に関

する法律における健全化判断比率及び公営企業会計の資金不足比率の報告」までの報告を求めま

す。浅本町長。 

ủ    それでは、御提案をいたします、予算３件、条例２件、事件１件、認定

７件の議案につきまして、順を追って説明を申し上げます。 

議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」であります。 

今回の補正額は４億５０９万６，０００円を追加いたしまして、予算総額は６３億８，

９９０万６，０００円となるものであります。 
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まず、歳出の主なものより申し上げます。 

歳出につきましては１２ページからであります。 

一般管理費の報酬では、事務補助員の現況と今後の勤務状況を踏まえ、増額補正をいたすもの

であります。 

財産管理費では、一般財源として措置しておりました新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金事業の繰越分が今年度配分されたこと、普通交付税額の増額や令和２年度決算に伴い、

繰越金を計上いたしますことから、今後の財政需要にも対応するため、財政基金への積立金を計

上いたしております。 

新庁舎整備事業費では、建設中の新庁舎におきまして、来庁者にわかりやすい案内表示の作成

及び設置に要する経費を計上し、庁舎内で誘導しやすい案内表示を目指してまいります。 

また、町内の匿名の方から町へ恩返しをしたいとの思いから寄附をいただいており、庁舎建設

へ役立てさせていただくため、公共施設建設基金への積立金を考えています。 

１３ページの選挙費では、予定されております参議院議員補欠選挙の執行経費を計上いたして

おります。 

１４ページの社会福祉総務費の繰出金では、普通交付税の確定によりまして、国民健康保険事

業における財政安定化支援事業に係る措置額を追加計上いたすものであります。 

福祉医療対策費では、福祉医療費の計算事務に際し、中学校卒業まで拡充した助成制度で受給

者データなどをシステム化することで事務の軽減を図ることができることから、所要の経費を計

上いたしております。 

障害者福祉費では、更生医療給付費におきまして、今後の給付見込みから増額の補正をいたす

ものであります。 

１５ページの保育所運営費では、７月から田名で開設しております「のびのび」におきまして

病児保育事業への転換に伴う補助額の改正などから、増額補正をいたすものであります。 

１５ページから１６ページにかけての予防費では、新型コロナウイルスワクチン接種業務に要

する増額補正をいたすものであります。主に国の負担金を財源といたしております。 

１６ページの環境衛生費では、下水道認可外区域での家屋の新築や汲み取りからの水洗化とし

て浄化槽を設置する皆さんへの財政支援を行うものであります。 

中山間地域振興事業費では、協定集落数の増加により活動に対する交付金の増額補正をいたす

ものであります。 

１７ページの水産業振興費では、コロナ禍で都市圏への取引の減少に伴う水揚げ量の減少など

に係る水産業への支援と水揚げ施設の老朽化対策として組合への財政支援に要する経費を計上い

たしております。 
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観光費では、イタリアーノひらおのパンフレットを増刷する経費や大星山展望台の擬木看板を 

撤去する経費をそれぞれ計上いたしております。 

１８ページの土木総務費では、光輝病院の耐震化に対して財政支援をしておりますが、国の補

助制度が変わり、町を経由することとなったことに伴う増額補正であり、歳入と同額を当病院へ

補助するものであります。  

住宅管理費では、ホームタウン平生の木造住宅におきまして快適な住環境を提供するため、シ

ロアリの防除に要する経費を計上いたしております。 

１９ページの事務局費では、新庁舎整備事業費同様、匿名の方からの寄附について、学校保健

衛生と学校図書に役立てさせていただくため、消耗品費や備品購入費に所要額を計上いたしてお

ります。 

小学校費の学校管理費では、佐賀小学校で先行して購入しておりましたタブレットの更新に要

する経費を備品購入費に計上いたしております。 

２０ページの中学校費の学校管理費では、プールの塗装含有物を調査し、保健体育施設の安全

確保に向けた取り組みを進めてまいります。 

幼稚園費では、幼稚園教諭の当初の見込みと現況の勤務状況を踏まえ、減額補正をいたすもの

であります。 

社会教育総務費では、施設の維持補修に要する経費を修繕料に計上いたしております。 

２１ページの予備費では、現在の支出状況と今後の非常時に備えるため補正をいたすものであ

ります。 

続きまして、歳入について御説明申し上げます。８ページからであります。 

地方特例交付金につきましては、交付金額の確定に伴いまして減額補正をいたすものでありま

す。 

地方交付税につきましては、普通交付税額の確定に伴いまして増額補正をいたすものでありま

す。 

増額の要因といたしましては、地域デジタル社会推進費の創設や会計年度任用職員制度の平年

度化などが主な要因であります。 

８ページから１０ページにかけての国庫支出金、県支出金につきましては、主に歳出において    

御説明いたしました事業に伴います特定財源を増額いたすものであります。 

１０ページの寄附金では、匿名の方からの寄附であり、町へ恩返しをしたい、町政に役立てて

いただきたいとのお気持ちを汲みまして、新庁舎整備への基金積立金に５００万円、教育費事務

局費の学校保健衛生、学校図書に要する経費に５００万円を活用させていただくことといたしま

した。 
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１１ページの繰越金につきましては、７, ６１４万５，３３３円を追加いたしまして、総額が

１億６１４万５，３３３円になるものであります。 

雑入につきましては、病児・病後児保育事業の市町の負担金や後期高齢者医療療養給付費負担

金における過年度分返還金の計上のほか、新型コロナウイルスワクチン接種に関連した経費を計

上いたしております。 

町債の臨時財政対策債につきましては、発行額の確定によりまして、減額補正をいたすもので

あります。 

５ページの第２表、地方債補正につきましては、臨時財政対策債の起債額を変更いたすもので

あります。 

なお、２２ページから給与費明細書を、２５ページに地方債に関する調書をそれぞれ添付いた

しておりますので、御参考に供していただきたいと思います。 

以上で、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」の説明を終わらせていただきま

す。 

続きまして、議案第４２号「令和３年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算」につ

いて、御説明申し上げます。 

今回の補正額は、２, ３１２万円を追加いたしまして、予算総額は１６億３, ９３９万

８, ０００円となるものであります。 

歳出につきましては、７ページでございます。 

基金積立金につきましては、令和２年度の繰越金等を国民健康保険事業基金へ積み立てるもの

であります。 

歳入につきましては、６ページでございます。 

繰入金につきましては、普通交付税の確定に伴います財政安定化支援事業費の増額補正をいた

すものであります。 

繰越金につきましては、令和２年度決算に伴います繰越金でございます。 

諸収入の雑入に過年度分の保険給付費等交付金を計上いたしております。 

続きまして、議案第４３号「令和３年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算」について、

御説明申し上げます。 

今回の補正額は２，７８５万８，０００円を追加いたしまして、予算総額１４億７，５４９万

１，０００円となるものでございます。 

歳出につきましては、７ページでございます。精算による余剰金の介護給付費準備基金への積

立金、過年度分の保険料還付金や国庫支出金等の返還金を計上いたしております。 

歳入につきましては、６ページでございます。令和２年度繰越金を計上いたしております。 
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議案第４４号「平生町章制定条例の一部を改正する条例」について御説明申し上げます。 

本条例につきましては、条例に規定しております町章を本町の町旗として採用しておりますが、

町旗に関する規定がなく、町章とあわせ、町旗に関する規定を定めるため、所要の改正をいたす

ものであります。 

改正の内容といたしましては、町旗に関する規定といたしまして、町章の採用、長さの対比、

配置地及び色について新たに規定し、条例名を「平生町章及び平生町旗制定条例」といたすもの

であります。 

町旗の色につきましては、申し上げましたとおり、これまで規定がございませんでしたので、

多色の町旗が存在している状況でございます。新庁舎への移転を踏まえ、年度がわりに統一した

色に変更する予定といたしておりますので、施行日につきましては、令和４年４月１日といたし

ます。 

続きまして、議案第４５号「押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例」について御説

明申し上げます。 

新型コロナウイルスの感染防止への対応が求められる中、国においては行政手続における書面

規制、押印、対面規制の抜本的な見直しが進められており、地方公共団体に対しても、その見直

しに積極的に取り組むよう要請されているところでございます。 

本町におきましても、内閣府から示されました見直しマニュアルを参考に押印の見直しを進め

ており、このたび、条例で規定されています押印手続を廃止するため、規定があります３つの条

例につきまして、関係条文を改正いたすものでございます。 

施行日につきましては、令和３年１０月１日といたします。 

続きまして、議案第４６号「令和２年度公共下水道（宇佐木地区）管渠布設工事第１工区の工

事請負契約の変更」につきまして、御説明申し上げます。 

本工事請負契約の変更につきましては、令和３年第２回平生町議会定例会、議案第２９号で御

議決をいただき、工事請負契約を締結いたしました。令和２年度公共下水道宇佐木地区管渠布設

工事第１工区に係る契約金額の変更をいたすものであります。 

本工事につきましては、入札差金が生じたことから、次工事にて施工する予定であった国道

１８８号部の推進工事３０メートルを追加するなどの変更が生じたために、契約額の変更をいた

すものであります。 

工事予定価格が５，０００万円を超える工事の変更契約となりますので、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によりまして、議会の御議決をお願い

するものであります。 

以上をもちまして、本日御提案申し上げております議案の予算３件、条例２件、事件１件につ
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きましての提案理由説明を終わらせていただきますが、次の令和２年度一般会計ほか６つの特別

会計の歳入歳出決算の内容につきましては、髙木副町長から説明をさせていただきますので、ど

うぞよろしくお願い申し上げたいと思います。 

終わりに報告１４件でございますが、まず、報告第５号「専決処分の報告について」でござい

ます。 

本報告につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定により指定されています専決処分

事項につきまして、このたび専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定に基づき報告する

ものでございます。 

処分の内容は、公用車による交通事故に関する損害賠償額の決定についてであります。損害賠

償の発生の原因となる事件の概要、相手方につきましては、議案書に記載のとおりであり、令和

３年８月５日に専決処分としたものでございます。 

この事故に伴います相手方の物損に係る損害賠償の額は、１７６，０００円であり、速やかに

損害賠償に当たるべく専決処分したものであります。 

職員に対しましては、公用車に限らず、常日ごろからの安全運転について喚起に努めてまいり

たいと考えております。 

続きまして、基金に関する報告が１２件でございます。議案の末尾に本町の基金であります財

政基金のほか１１基金の令和２年度の運営状況、これに伴います収支の状況を、地方自治法の規

定に基づき、それぞれ報告させていただいております。 

最後に地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率及び公営企業会計の

資金不足比率の報告が１件ございます。同法律に基づき、監査委員の意見を付して、実質赤字比

率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の健全化判断比率と公営企業会計の資金

不足比率を報告するものでございます。 

なお、説明不足の点につきましては、副町長の決算についての説明が終わりました後、皆様方

の御質問によりまして、私並びに説明出席者よりお答えさせていただきますので、よろしく御審

議をいただきまして、御議決、あるいは御認定を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

ủ    髙木副町長。 

ủ    それでは、令和２年度の決算報告を申し上げます。 

各会計の決算につきまして、令和３年５月末に出納閉鎖を終えて調製の後、監査委員さんに審

査をお願いしたものであります。監査委員さんにおかれましては、７月２１日から８月１３日に

かけて、財務に関する事務の執行及び経営に関する事業の管理などについて、直接担当課に説明

を求め、日時を費やしての審査をなされました。真夏日が続く猛暑の中、またコロナ禍や台風

９号の北上もありました期間、細心の注意を払われての審査にお礼申し上げます。 
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その後、８月２６日に審査の講評を受けましたので、これらの意見を付して、地方自治法第

２３３条第３項の規定に基づく認定を受けるに当たり、その概要を、主に決算の附属資料をもと

に一般会計から順を追って御説明申し上げます。なお、財産に関する調書は、地方自治法施行令

第１６６条第２項の規定に基づき作成しておりますが、別冊としておりますので、申し添えます。 

令和２年度におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策費を含め、１１回の補

正予算上程、１回の専決処分の執行など、皆様方に御審議をたび重ねてお願いいたしましたこと、

またその都度、適切な御議決を賜りましたこと、改めてお礼申し上げます。 

最初に、認定第１号「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算について」、御説明申し上げま

す。決算書９ページの前のページ、実質収支に関する調書と監査委員さんの審査意見書３ページ

をご覧ください。 

歳入総額は６８億７，９０９万８, ６４１円、歳出総額は６５億５, ６６５万３，６０８円であ

りまして、歳入歳出差引額が３億２，２４４万５, ０３３円となっております。 

令和３年度へ繰り越すべき財源につきましては、繰越明許費繰越額が２億１, ６２９万９，

７００円でありますので、実質収支額につきましては１億６１４万５, ３３３円となるものでご

ざいます。 

単年度収支につきましては、２, ８９８万４, ４６６円の３年連続の赤字となっております。 

実質単年度収支につきましては、財政基金の積立額は前年度を上回っておりますが、災害復旧

事業費や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費に要する経費の次年度への繰

り越すべき財源が多額となり、取崩額が積立額を大きく上回ったことにより、単年度ではマイナ

スとなっております。 

なお、この後におきまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を「新型コロ

ナ臨時交付金」とさせていただきます。 

歳入、歳出の前年度対比につきましては、歳入が３３．３％の増、歳出が３１．７％の増とな

っております。歳入、歳出ともに過去最大の決算額となっております。増額要因といたしまして、

歳入におきましては特別定額給付金事業費、新型コロナ臨時交付金事業費のほか、繰越明許費の

道路橋梁費などの国庫支出金の増加が主な要因であります。歳出におきましては、特別定額給付

金事業費、新型コロナ臨時交付金事業費のほか、繰越明許費の道路橋梁費、小中学校の校内通信

ネットワーク事業費の増加が主な要因であります。 

それでは、各予算費目の順に、主要な施策等の成果を中心に御説明申し上げます。 

歳入からでありますが、決算書の９ページをご覧いただきたいと思います。 

町税につきましては、２０１９年度決算額と比較して、法人町民税額は景気低迷などから減少

しておりますが、太陽光発電設備への投資等により固定資産税が増加となっており、町税全体で



-  20 -  

は増加となっております。 

１１ページの法人事業税交付金は新設の費目で、県の法人事業税の一部が配分されております。 

地方交付税の普通交付税は、子供子育て支援の充実や地域社会再生事業費の創設等により、前

年度対比では約６，８００万円の増加となっており、特別交付税とあわせて地方交付税全体では

５, ２９８万５, ０００円、２．８％増加しております。 

１２ページの分担金及び負担金につきましては、幼児教育・保育の無償化により、法人保育園

分の保育料が減少しております。法人保育園の保育料につきましては、滞納整理に努めてまいり

ましたが、やむを得ず、時効による不納欠損処分を行っております。 

１２ページから１５ページにかけての使用料及び手数料につきましても同様に、幼児教育・保

育の無償化により、佐賀保育園の使用料が減少、平生幼稚園は皆減となっております。 

町営住宅の使用料につきましては、臨戸徴収等の取り組みから、現年分の徴収率が１００％と

なっております。 

１５ページから１７ページにかけての国庫支出金の国庫補助金につきましては、主に特別定額

給付金事業費、新型コロナ臨時交付金事業費、子育て世帯臨時特別給付金給付事業費のほか、繰

越明許費の社会資本整備総合交付金事業費の増額により、前年度との比較では１４億

２, ６９７万５, ６８９円の大幅な増加となっております。 

１７ページから２１ページにかけての県支出金の県補助金につきましては、主に農業用施設災

害復旧事業費、畜産クラスター事業費の減額により、４, ３３０万６, ６５２円、２８．２％の減

少となっております。 

２０ページから２１ページにかけての県委託金につきましては、国勢調査が主な要因で統計調

査費が増加しておりますが、参議院議員選挙、山口県議会議員選挙費の減額が主な要因で、全体

では８０８万１，９８７円、１９．８％の減少となっております。 

２１ページから２２ページにかけての財産収入につきましては、不動産売払収入の減少が主な

要因で大幅な減少となっております。 

２２ページの寄附金につきましては、ふるさと納税額が３，６３２万９, ０００円となり、前

年度との比較では２３３万４, ０００円の増加となっております。新庁舎建設分としましては、

ふるさと納税額１４４万円とあわせて１, ０９２万９，５７７円をお寄せいただき、公共施設建

設基金へ積み立てております。ふるさと納税につきましては、地域振興の観点からもさらなる充

実を図り、財源確保の一助となればと考えております。 

次の繰入金につきましては、財政基金からの繰入額が２億２, ５８７万５，０００円の大幅な

増加となっております。単独災害復旧事業費や令和３年度へ繰り越す新型コロナ臨時交付金事業

費に対応する一般財源の確保のため、やむを得ず財政基金からの繰り入れを行ったものであり、
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繰越分の交付金は今年度配分され、財政基金へ積み立てを行うこととしております。基金残高を

確保し、引き続き将来の財政需要に備えていきたいと考えております。 

２２ページから２５ページにかけての諸収入につきましては、プレミアム付商品券発行事業費

の減少が主な要因で、前年度との比較では１，３３８万３１４円、１３．８％の減少となってお

ります。 

２５ページから２６ページにかけての町債につきましては、８, １８０万９, ０００円、３２．

８％の増加となっております。ひらお特産品センター屋根等改修事業費、浚渫を含め河川改修事

業費、新庁舎建設の実施設計分の増加が主な要因であります。今後におきましても、後年度の負

担軽減のため、新規借入抑制に努めてまいります。 

続きまして、歳出であります。 

２７ページの議会費は総額６, １６３万６，９２７円となっております。前年度と比較して

２１０万５, ４９４円、３．３％の減少となっております。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が地域経済や住民生活等に多大な影響を与えていること

を踏まえた報酬等の減額や、感染拡大防止として実施できなかった視察旅費の減少が主な要因で

あります。報酬等の減額分については、特別職分を含め「がんばれ！ひらおっ子応援事業」とし

て本町の未来を担う子供たちの応援ギフトに充当しております。 

次の総務費は、総額で２２億５，５２８万５, ４２０円となっております。前年度と比較して

１３億９５０万６，５０８円の大幅な増加となっております。 

特別定額給付金事業費、新庁舎整備事業の実施設計分の増額が増加の主な要因であります。 

２７ページから２９ページにかけての一般管理費では、新型コロナ臨時交付金を活用して紙文

書の電子化に取り組んだほか、人事評価に必要となる知識の習得や人材育成などを目的とした研

修の開催、新庁舎移行に向けた文書削減への取り組みを進めてまいりました。 

２９ページから３１ページにかけての情報通信費では、新型コロナ臨時交付金を活用してテレ

ワーク推進のため、パソコンのほか、オンライン用の機器を購入いたしました。 

また、内部事務の効率化を目的として、デジタル技術の導入による課題解決に取り組み、令和

３年度へ業務を引き継いでまいりました。 

繰越事業として社会保障・税番号制度システム改修業務に取り組んだほか、伝送路民間移行業

務や情報通信基盤整備事業は、事業主体業者と業務内容の調整等に時間を要したことが主な要因

で、翌年度へ繰り越しとなっております。 

３１ページから３２ページにかけての財産管理費は、町有地の立木伐採や町有建物の解体を行

ったほか、新型コロナ臨時交付金を活用して検温機能付顔認証端末等の購入や感染症対策として

消毒液やアクリルパーテーションを購入して配置しております。 
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また、新型コロナ臨時交付金を活用した防災情報連携システム改修工事及び第３庁舎空調設備

改修工事については、施工の工程調整に時間を要したため、翌年度へ繰り越しとなっております。 

さらに、公共施設建設基金への積み立てを行い、新庁舎整備や公共施設の老朽化対策の財源確

保を図ってまいりました。 

３２ページから３４ページにかけての地域振興費は、製本業務は令和３年度へ繰り越すことと  

なりましたが、総合計画及び総合戦略の新しい計画を策定したほか、人材育成を図る地方創生人

材育成伴走型支援業務に取り組んでまいりました。 

また、新型コロナ臨時交付金を活用して、「ふるさと平生学生応援事業」に取り組んだほか、

移住・定住パンフレットを作成し、情報提供を図ってまいりました。 

継続事業ではありますが、ふるさと納税や若者定住促進住宅補助事業のほか、協働のまちづく

りの推進として集落支援員を引き続き配置し、地域の実情や課題の把握に努めてまいりました。

今後も地域の課題解決や地域力の向上に取り組む活動を支援してまいります。 

地域おこし協力隊員につきましては、地元農産物を使った特産品の開発業務に取り組んだほか、

「イタリアーノひらおプロジェクト」のさらなる推進を図り、オリーブの特産品化に向けた取り

組みを進めてまいりました。 

３４ページの交通安全対策費では、地域の安全・安心対策としてカーブミラーの修繕や街路灯

の設置補助事業のほか、繰越事業としてガードパイプ設置工事を行い、施設整備に取り組んでま

いりました。 

３４ページから３５ページにかけての地域交流センター運営費では、佐賀地域交流センターの 

床等改修事業や尾国分館の屋根防水工事及び外壁補修等を行い、地域の活動拠点づくりとして施

設整備に努めてまいりました。 

また、「新しい生活様式」を踏まえ、施設の衛生対策として水栓の改修や網戸を設置したほか、

換気対策として備品を購入し、新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでまいりました。 

３５ページから３６ページにかけての新庁舎整備事業費は、債務負担行為として設定した、基

本設計業務、実施設計業務、地質調査業務に取り組んだほか、水道管の分岐工事や新庁舎移行に

向けて執務環境の改善支援業務に取り組んでまいりました。 

また、電柱の移転や新型コロナウイルス感染症対応の換気対策として、網戸を設置することと

しておりますが、工程調整により翌年度へ繰り越しして実施することとしております。 

３６ページの特別定額給付金事業費は、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策としての

取り組みであり、住民の皆さんに一律１０万円の給付を行いました。 

３７ページの賦課徴収費では、「イタリアーノひらお」のロゴマークを活用した原動機付自転

車のご当地ナンバープレートを作成し、気運の醸成を図ってまいりました。 
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また、申告支援システムを導入し、確定申告相談や住民税の賦課に関する事務の効率化を図っ

てまいりました。 

３７ページから３８ページにかけての戸籍住民基本台帳費では、マイナンバーカードの普及を

促進するため、休日窓口の開設に取り組んだほか、戸籍システムを改修し、令和５年度中に戸籍

謄抄本を全国で交付できる取り組みを進めてまいりました。 

また、戸籍電算システムの改修が、ソフトウェアの開発工程に見直しが生じ、翌年度へ繰り越

しとなっております。 

３９ページの統計調査総務費は、５年ごとに実施される国勢調査が主な取り組みであります。 

ủ    ここで、暫時休憩いたします。再開を１０時１５分といたします。 

午前１０時０３分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時１５分再開 

ủ    再開いたします。 

 髙木副町長。 

ủ    それでは、引き続き御説明申し上げます。 

３９ページからの民生費では、総額で１６億７８６万２, ７９２円となり、前年度対比では

７２７万２, ９４４円、０．５％の増加となっております。児童手当対象者へ１万円の支給や児

童扶養手当対象者に３万円を支給いたしました子育て世帯緊急支援給付金事業費のほか、国の新

型コロナウイルス感染症緊急経済対策の取り組みとして、対象児童に１万円を給付いたしました

子育て世帯臨時特別給付金事業費の増額が増加の主な要因であります。 

社会福祉総務費では、協働による福祉活動の指針となる第３次地域福祉計画の策定に取り組ん

でまいりました。 

４１ページの老人福祉総務費では、敬老会行事の中止に伴い、敬老会対象者に商品券をお届け

し、敬老の意を表するとともに、地域経済の活性化を図ってまいりました。 

また、老人作業所の補修や、現在の福祉センターの法面補修工事を施工したほか、当センター

の施設利用促進を図るため、水道管の布設を行うなど、施設整備を進めてまいりました。 

 ４１ページから４２ページにかけての福祉医療対策費では、就学前の乳幼児を対象に所得制限

を撤廃して、医療費を無償化とし、子育て世代の定住促進を図ってまいりました。 

 ４２ページから４３ページにかけての障害者福祉費では、障害福祉サービス費、障害児給付費

において利用者への相談支援の充実などにより給付費が増加しております。 

 新型コロナ臨時交付金を活用し、障害者等福祉サービス事業者に対し、事業の継続支援を目的

とした支援金を交付いたしております。 
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４３ページから４４ページにかけての高齢者保健対策費は新設であり、老人福祉総務費におい

て計上いたしておりました健康保険課所管の施術費の助成事業、ねたきり高齢者等介護見舞金や

介護保険事業勘定特別会計への繰出金のほか、福祉医療対策費に計上いたしておりました後期高

齢者医療制度の被保険者を対象とした、人間ドックの費用助成や後期高齢者医療療養給付費負担

金や後期高齢者医療事業特別会計への繰出金を集約いたしております。 

高齢者の保健事業と介護予防などを一体的に行い、高齢者の心身の特性に応じたきめ細かな支

援を行ったほか、新型コロナ臨時交付金を活用し、介護保険サービス指定事業所を運営する法人

に対し、事業の継続支援を目的とした支援金を交付いたしております。 

また、同臨時交付金を活用し、高齢者のおでかけ支援事業として佐賀尾国地区の移動支援サー

ビスの充実を図るため、新たな車両を購入いたしております。 

 ４４ページの児童福祉総務費では、新型コロナ臨時交付金を活用し、子育て世帯緊急支援給付

金事業として児童手当対象者への１万円の支給や児童扶養手当対象者に３万円を支給いたしまし

て、子育て世帯の支援に取り組んでまいりました。 

 また、同臨時交付金を活用して、臨時休業に伴い学校給食が提供されないことから、食品の無

償提供を行う団体に対し、費用の一部を支援してまいりました。 

さらに、「がんばれ！ひらおっ子応援事業」として本町の未来を担う子供たちへの応援ギフト

として「かんぷうくんのハンカチ」などを届けております。 

 ４４ページから４５ページにかけての児童環境づくり推進事業費では、県の負担金を活用し、

緊急包括支援事業として感染症予防の消耗品や空気清浄機などの備品の購入を行い、児童クラブ

の感染症予防対策に取り組んでまいりました。 

 ４５ページから４６ページにかけての保育所運営費では、新型コロナウイルス感染拡大防止対

策の緊急包括支援事業として、消毒液や空気清浄機の購入のほか、町内の法人保育園に対しまし

ては、保育環境改善等事業として財政支援などを行ってまいりました。 

 また、新型コロナ臨時交付金を活用し、「新しい生活様式」を踏まえ、水栓改修や法人保育園

の施設整備に財政支援を行ってまいりました。 

 継続事業ではありますが、広島広域都市圏の協定により一時預かり保育事業の広域利用が可能

となる体制整備に取り組んでまいりました。さらに、保護者の子育てと就労の両立を支援すると

ともに、児童の健全な育成を図るため、病児・病後児保育事業を隣接する市町と共同で取り組ん

でまいりました。 

４７ページの子育て世帯臨時特別給付金事業費は新設であり、国の新型コロナウイルス感染症

緊急経済対策としての取り組みで、対象児童に１万円を給付いたしました。 

４７ページからの衛生費では、総額で３億３, ６３２万８，７７７円となり、前年度対比では  



-  25 -  

１, ５６５万２，２０１円、４．９％の増となっております。 

 新型コロナ臨時交付金事業費の増額や新型コロナウイルスワクチン接種関連経費の増額が増加

の主な要因であります。 

 ４７ページから４８ページにかけての保健衛生総務費では、新型コロナウイルス感染拡大防止

対策により患者が受診を控え、経営に影響を及ぼしている医療機関等の負担を軽減し、医療提供

体制の継続及び維持を図る応援給付金を支給いたしました。 

 また、休日夜間診療機能強化事業にも取り組んでまいりました。 

 ４８ページから４９ページにかけての母子衛生費では、新型コロナ臨時交付金を活用した安心

して育児、出産ができるよう、対象者１人当たり１０万円の応援給付金をお届けいたしましたカ

ンガルーノひらお妊婦応援事業に取り組んでまいりました。 

 ４９ページから５０ページにかけての予防費では、新型コロナウイルス感染拡大防止対策とし

て、マスクや体温計等を購入したほか、新型コロナウイルスワクチン接種対策事業の取り組みを

進めてまいりました。 

 接種会場での物品購入や予約アプリの使用などについては、翌年度へ繰越事業となっておりま

す。 

 ５０ページから５１ページにかけての保健センター運営費では、新型コロナウイルス感染拡大

防止の換気対策として、網戸を設置いたしました。 

５１ページの環境衛生費では、浄化槽設置整備事業の補助を引き続き行ってまいりました。 

 ５１ページから５２ページにかけての環境保全費では、深刻化している適切な管理がされてい

ない危険空家等への対策として、解体除却を行われる危険空家等の所有者に対する財政支援を進

めてまいりました。 

 ５２ページの清掃費では、災害時における廃棄物処理の指針となる災害廃棄物処理計画を策定

したほか、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、熊南総合事務組合が作成するごみ出し

マニュアルの更新や施設整備に財政支援を行ってまいりました。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として、一般廃棄物収集運搬業務や斎場の管理業務を行

っている事業者に、業務を維持する応援給付金を支給してまいりました。 

なお、同じく新型コロナウイルス感染症対策として実施した佐合島で使用しております、し尿

収集用の小型衛生車の更新事業については、翌年度への繰り越しとなっております。 

 ５２ページの労働費では総額２６６万円となり、前年度対比では４，０００円、０．２％の減

となっております。 

 減少の要因といたしまして、県労働福祉金融制度による資金需要がなかったためであります。 

 ５２ページからの農林水産業費では、総額２億５，１０８万９９２円となり、前年度対比では  
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１, ９４７万９, ８２１円、８．４％の増となっております。ひらお特産品センター屋根等改修事

業費、農業水路等長寿命化・防災減災事業費などの増額が増加の主な要因であります。 

 ５３ページから５４ページにかけての農業振興費では、繰越事業として農業振興地域整備計画

付図作成業務に取り組んだほか、就農前準備研修事業として新規就農に必要な技術取得のために

研修を受講する人や受け入れの団体に財政支援を行ってまいりました。 

 また、ウンカの発生により被害を受けた米の生産農家に、次年度の種子代について、県と協調

して財政支援を行ってまいりました。 

 ５４ページから５５ページにかけての土地改良事業費では、ため池ハザードマップの作成や農

業水路等長寿命化・防災減災事業としてため池の切開工事に取り組んだほか、県事業ではありま

すが、農免農道における洪水等災害防止機能の維持を図ってまいりました。また、単独土地改良

事業として農道整備工事に取り組んでまいりました。 

 ため池の切開工事におきましては、地元との調整に時間を要し、また、ため池事業の実施計画

策定業務においては、国からの指針として、環境との調和に配慮することが示されたことから、

一部の工事が翌年度への繰越事業となっております。 

 ５５ページのひらおハートピアセンター運営費では、新型コロナウイルス感染拡大防止の換気

対策として、網戸を設置いたしました。 

 ５６ページのひらお特産品センター管理費では、屋根等の改修事業に取り組んだほか、コロナ

禍での業務継続の支援策として空気清浄機などを設置してまいりました。 

５６ページから５７ページにかけての林業総務費では、森林環境譲与税を今後の森林環境整備 

事業に充てるため、森林環境整備基金として積み立てを行ったほか、有害獣防除柵等設置事業、

鳥獣被害防止対策事業を実施し、生活環境や農産物等への被害防止対策に引き続き取り組んでま

いりました。 

 ５７ページの水産業振興費では、漁業研修終了後に漁業経営を始められた新規漁業者に対し、

財政支援を行ってまいりました。 

 ５７ページから５８ページにかけての漁港建設事業費では、漁港海岸保全施設整備事業として

小森地区の胸壁工事や森の下突堤改修工事に取り組んでまいりました。 

 漁港海岸保全施設整備事業におきましては、地元との調整に時間を要し、一部の事業が翌年度

への繰越事業となっております。 

 ５８ページからの商工費では、総額７, ７７２万２，５１７円となり、前年度対比では

４, ７５５万２，４９８円、大幅な増加となっております。商工総務費における新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止により売り上げに影響を受けた事業者に対し、新型コロナ臨時交付金を活用

した事業再生支援事業費の増額が増加の主な要因です。 
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 ５８ページから５９ページにかけての商工振興費では、町内の産業間の連携と活性化を目的と

した「ひらお産業まつり」は町内事業者のＰＲ動画を制作し、オンラインでのリモート開催とな

りました。 

また、専門相談員を配置した消費者相談窓口として設置されている、柳井地区広域消費生活セ

ンター業務の利用促進に管内１市４町共同で引き続き取り組んでまいりました。 

５９ページから６０ページの観光費では、イタリアーノひらおプロジェクトの特産品開発事業

として計画的なオリーブの試験栽培を進めるため、用地を購入し、今後の取り組みの準備を進め

てまいりました。また、町観光コマーシャルを制作し、町内観光地への再度のにぎわいを創出す

る取り組みを行ってまいりました。さらに、施設整備として丸山海浜パーク防波堤手すり改修事

業にも取り組んだところであります。 

 ６０ページからの土木費は、総額５億８, ６６１万７，４５１円となり、前年度対比では１億

２，０４７万３，３６８円、２５．８％の増加となっております。 

 繰越事業の橋梁補修設計業務費や横断歩道橋撤去工事費のほか、町図修正業務費や河川の浚渫

を含め、改修事業費の増額が増加の主な要因であります。 

 土木総務費では、洪水ハザードマップ作成業務や町図修正業務などに取り組んでまいりました。 

 ６０ページから６１ページにかけての道路橋梁維持費では、繰越事業として社会資本整備総合 

交付金を活用した橋梁補修設計業務費や平生小学校前の横断歩道橋撤去工事を行い、道路維持管

理と歩行者の安全対策に努めてまいりました。 

 町道法面対策設計業務や道路舗装工事につきましては、関係者との調整に時間を要し、翌年度

への繰越事業となっております。 

 ６１ページの道路橋梁新設改良費では、道路改良工事３件や側溝整備工事１件を実施し、道路

整備に努めてまいりました。 

 一部の道路改良工事につきまして、入札の不調から工期に遅れが生じ、翌年度への繰越事業と

なっております。 

 ６１ページから６２ページにかけての河川維持改良費では、河川浚渫測量業務のほか３件の老

朽護岸改良工事と２件の浚渫工事を実施し、河川整備に取り組んでまいりました。また、国道

１８８号柳井・平生バイパスの事業化に合わせて、本町の管理区間である大内川の整備計画を策

定いたしております。 

 県営事業の大内川総合流域防災事業に取り組んでおりますが、一部事業を進めるに当たり、必

要となる用地の購入や工事において関係者との協議に時間を要し、翌年度への繰越事業となって

おります。 

一部の河川改修工事につきまして、入札の不調から工期に遅れが生じ、翌年度への繰越事業と



-  28 -  

なったほか、排水ポンプの改修では機材の調達などに時間を要するため翌年度への繰越事業とな

っております。 

 ６２ページから６３ページの都市計画総務費では、国道１８８号柳井・平生バイパスの整備促

進に係る街路交通調査等を柳井市と共同で取り組んでまいりました。 

 また、都市計画の用途を見直す資料の作成に取り組んでまいりました。 

 ６３ページの公園事業費では、都市公園である新市・曽根児童公園の遊具施設を改修し、公園

施設の利用促進を図ってまいりました。 

 ６３ページから６４ページの住宅管理費では、田名第２団地の側溝整備を行ったほか、継続事

業として火災警報器の更新を進め、施設の維持補修に努めてまいりました。 

 ６４ページからの消防費は、総額で２億８, １２１万９，４４８円となり、前年度対比では１，

２５０万２，５７７円、４．７％の増加となっております。非常備消防費において新型コロナ臨

時交付金を活用し、避難所へ間仕切りや畳マット、段ボールベッド等を購入し、避難所の衛生環

境整備、避難生活の環境改善に努めてまいりました。これらが増加の主な要因となっております。       

消防施設費では、年次計画的に消防ポンプ積載車を購入し、消防施設整備に努めております。 

 ６５ページからの教育費は、総額４億４，３４７万６，０８４円となり、前年度対比では９，

９９６万７，６０３円、２９．１％の増加となっております。 

ＧＩＧＡスクール構想の繰越事業費である校内通信ネットワーク整備工事費などの増額が増加

の主な要因であります。 

 ６５ページから６６ページにかけての事務局費では、町の教育大綱を踏まえ、中長期的な視点

により、教育の具体的な方向性を示す教育振興基本計画を策定いたしました。 

新型コロナ臨時交付金を活用し、感染症対策としての備品を購入したほか、ＧＩＧＡスクール 

構想の前倒しによるタブレット端末等の購入、臨時休業措置に備えたオンラインでの家庭学習機

器の購入など、環境整備に取り組んでまいりました。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が児童・生徒に対しても多大な影響を与えている

ことを踏まえ、「がんばれ！ひらおっ子応援事業」として本町の未来を担う子供たちへ応援ギフ

トを届けております。 

 給食あり方検討支援業務は、コロナ禍で関係者の意見の集約に時間を要し、翌年度への繰越事

業となったほか、小中学校、幼稚園の空調設備の設置においても、平生小、平生中では現場での

施工調整に時間を要し、一部は翌年度への繰越事業となっております。 

 ６６ページから６７ページにかけての小学校費の学校管理費では、繰越事業としてＧＩＧＡス

クール構想の校内通信ネットワーク整備工事に取り組んでまいりました。 

 また、平生小学校の体育館の相談室に空調設備を設置し、放課後児童の環境整備に取り組んで
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まいりました。 

 経年劣化により雨漏りが生じた平生小学校第３校舎では防水工事を行い、児童の安全安心な施

設環境整備に取り組んでまいりました。 

 さらに、国庫補助金を活用した学校保健特別対策事業は感染症対策として、必要な備品の購入

などを行い、学校施設の学校保健衛生に取り組んでまいりました。 

 感染症対策に対応していく中で、学校教育活動が継続して行えるよう、学校教育活動継続支援

補助事業は翌年度への繰越事業となっております。 

 ６８ページの教育振興費では、継続事業ではありますが、遠距離通学費や就学援助費の支援の

ほか、佐賀小学校においては、補助教員を配置して複式学級の設置に伴う不安解消ときめ細やか

な教育の推進に取り組んでまいりました。 

 ６８ページから６９ページにかけての給食費では、それぞれの小学校の給食調理室に空調設備

を設置したほか、５カ月間の学校給食費無償化事業や臨時休業に伴い給食が停止したことによる

不要となった食材の納入業者への財政支援などを行ってまいりました。 

６９ページから７０ページにかけての中学校費の学校管理費では、普通教室棟の給水設備改修

工事や転落防止の手すり設置工事などに取り組んだほか、小学校費同様、繰越事業としてＧＩＧ

Ａスクール構想の校内通信ネットワーク整備工事に取り組んでまいりました。 

また、国庫補助金を活用した学校保健特別対策事業は、感染症対策として必要な備品の購入な

どを行い、学校施設の学校保健衛生に取り組んでまいりました。 

小学校費同様、感染症対策に対応していく中で学校教育活動が継続して行えるよう、学校教育

活動継続支援補助事業は翌年度への繰越事業となっております。 

 ７０ページから７１ページにかけての教育振興費では、継続事業ではありますが、部活動指導

員を配置して、部活動の充実、教職員の負担軽減への取り組みを行ったほか、小学校同様に遠距

離通学費や就学援助費の支援に取り組んでまいりました。 

 また、インターネット回線を利用して、外国の英語講師とオンライン環境でつなぎ、英語力ア

ップを図ってまいりました。 

さらに、感染拡大が不透明な状況で修学旅行の目的地を急遽変更せざるを得ず、発生するキャ

ンセル料に対して保護者の軽減負担を図るため、全額財政支援を行ってまいりました。 

 ７１ページの給食費では、小学校費同様、５カ月間の学校給食費無償化事業や臨時休業に伴い

給食が停止したことによる不要となった食材の納入業者への財政支援などを行ってまいりました。 

 ７１ページから７２ページにかけての幼稚園費では、新型コロナ臨時交付金を活用し、園児の

健康管理を維持するため、弁当保存用の備品を購入したほか、国庫補助金を活用して、保健衛生

対策を進めてまいりました。 
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 ７２ページから７３ページにかけての社会教育総務費では、繰越事業ではありますが、文化財

の保護に取り組んでまいりました。 

 新型コロナ臨時交付金を活用し、消毒液の購入など、社会教育施設における利用者への感染拡

大防止対策を講じてまいりました。 

 また、県のゆめはな開花プロジェクト推進事業を活用して、文化財の案内看板の補修や花いっ

ぱい運動を展開してまいりました。 

 ７３ページから７４ページにかけての図書館費では、読み聞かせによる親子のコミュニケーシ

ョンづくりに役立ててもらおうと、新生児に祝い品として絵本を贈呈いたしました。 

また、第三次子ども読書活動推進計画を策定し、子供たちの読書活動の啓発に取り組んだほか、

図書の購入に役立てていただきたいとの特定寄附金により図書を購入いたしております。 

 さらに、新型コロナ臨時交付金を活用し、図書除菌機の購入、空調設備の設置、図書及び書架

等の購入を進めてまいりました。なお、書架の一部が納品に時間を要するため、翌年度への繰越

事業となっております。 

 ７４ページの歴史民俗資料館費では、快適な見学環境と展示物の適切な保存等を踏まえ、展示

室の空調機を補修いたしました。 

 ７５ページから７６ページにかけての保健体育総務費は、新型コロナ臨時交付金を活用し、   

大型扇風機を購入し、換気対策を進めてまいりました。 

 ７６ページから７７ページにかけての保健体育施設費では、体育館の照明ＬＥＤ化や玄関部の

防水施工など、施設の長寿命化に取り組んでまいりました。 

また、新型コロナ臨時交付金を活用し、換気対策として武道館等に網戸を設置いたしました。 

 ７７ページの災害復旧費は総額５，９３０万８, ６２１円となり、前年度対比では４, ２３１万 

９，３２２円、４１．６％の減少となっております。農業用施設補助災害復旧事業費の減額が減

少の主な要因であります。 

 繰越事業として、農林業用施設、土木施設の復旧工事を施工いたしました。 

 ７月の梅雨時期の豪雨などにより被災いたしました農業用施設、土木施設におきまして、復旧

工事を発注いたしましたが、入札の不調により余儀なく繰り越しとなっている工事もございます。 

 ７７ページから７８ページにかけての公債費につきましては、５億１８４万２，２３３円とな

りまして、前年度対比１６万５６６円、微減となっております。 

 ７８ページの諸支出金は、９，１６１万２，３４６円となり、前年度対比１，００４万  

７, ６９８円、９．９％の減少となっております。水道料金低減対策事業の負担金額の減額が減

少の主な要因であります。 

 以上が、一般会計における決算概要でありますが、各種財政数値につきましては、経常収支比
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率が普通交付税額の増加が主な要因で８８．８％となり、３％減少しております。 

 また、実質公債費比率につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律により算定

した数値において、１２．５％となり、０．２％改善しております。普通交付税額の増加が主な

要因です。将来負担比率につきましても、１３６．６％となり、１１．６％改善しております。

新規借入の抑制による地方債現在高の減少や普通交付税額の増加が比率改善の主な要因でありま

すが、依然として数値は高く、今後も財政運営に注意を払い、各種指標が悪化することのないよ

う、最重点課題として取り組むこととしております。 

 財政基金の残高は２０１９年度末と比較いたしますと、１億１，９６４万３１９円の減額とな

っており、令和２年度末残高は３億６，６６９万７，３１２円となっております。この要因は先

ほども申しましたように、繰越事業の新型コロナ臨時交付金事業に一般財源を措置したものであ

り、３年度に同交付金が配分されることとなっております。そのまま、基金へ積み立てを考えて

おります。 

 町の一大プロジェクトであります新庁舎整備事業への備えと公共施設の老朽化対策への備えと

して、公共施設建設基金への積み立ても計画的に進めております。 

 財政状況は、今後、高齢化による医療給付費や介護給付費が増加することが予想され、社会保

障関係経費の上昇や老朽化した公共施設の維持補修費、人口減少に伴う納税義務者の減少による

税収を初めとする一般財源の確保の困難さなど、地方財政を取り巻く環境は予断を許さない状況

であることに変わりありません。今後も行財政改革を推し進め、引き続き財政健全化に取り組む

ことが必要不可欠であると認識しております。 

 以上で、一般会計の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、特別会計について御説明申し上げます。  

 認定第２号「令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算について」、御説

明申し上げます。歳入総額は１７億３０３万２, ９２５円、歳出総額は１６億９, ６７４万

２１０円、歳入歳出差引残額は６２９万２，７１５円でありまして、これにつきましては、令和

３年度へ繰り越すものであります。 

 令和２年度末における国民健康保険加入被保険者数は、前年度末と比較して３８人減少して  

２，６８１人となっております。 

 それでは、歳入から御説明申し上げます。 

 ５ページの国民健康保険税につきましては、令和２年度の保険税収入額は前年度と比較いたし

ますと、現年課税分と滞納繰越分をあわせて５, ５７８万４, ５５０円減少して、１億

７, ９１８万８, ４５０円となっております。 

 現年分国民健康保険税額は、基金充当での保険税率の改定により減額となっております。 
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 平成３０年度から県が財政運営の主体となっており、療養給付費に係る国庫支出金、療養給付

費交付金等は県の歳入に移行しております。保険給付費に係る費用につきまして、県から１２億

３, １５３万９, ４５６円が交付されております。 

 次に歳出でありますが、１０ページからの保険給付費の一般被保険者療養給付費は４，

４５８万４, １９０円増加し、１０億５０４万９，２９７円となり、前年度対比では４．６％増

加しております。 

 保険給付費全般では、５，３５１万９, ０５２円増加し、１１億８，１４６万５９０円となっ

ております。 

 今後も被保険者数は減少すると見込まれますが、計画的な基金の活用を踏まえ、適切な事業運

営を進めていきたいと考えております。 

 医療費の抑制に向けて、新たに歯科健診事業に取り組んだほか、生活習慣病など健康づくりに

対する意識の向上、重症化を招かない予防事業を推進するなど、医療費の抑制に引き続き取り組

んでまいります。 

次に認定第３号「令和２年度平生町下水道事業特別会計歳入歳出決算について」であります。 

歳入総額は、６億６，１７３万１，２７４円、歳出総額は６億５，６１３万１，２７４円、歳

入歳出差引残額は５６０万円でありまして、これにつきましては、令和３年度へ繰り越すもので

あります。 

 令和２年度の管渠整備につきましては、宇佐木地区では田布路木、上殿、竪ヶ浜地区では荒木、

大野地区では大野南団地、大野東団地、曽根地区では向井原において実施しております。 

 これにより、令和２年度末の整備面積は全体では２７９．３７ヘクタールとなっており、普及

率は６１．６％、水洗化率は９３．６％となっております。 

 ３ページからの歳入の主な内訳といたしましては、下水道使用料でありますが、１億３，

０７０万２，５４７円となりまして、前年度から５０４万１，５０３円の増加となっております。

収納率は、上下水道使用料の賦課徴収事務の一元化により、高い収納率を維持しており、現年度

は９９．９％となっております。 

受益者負担金と下水道使用料につきましては、督促や臨戸徴収を進めておりましたが、やむを

得ず、時効による不納欠損処分を行っております。 

 国庫支出金は、国庫補助金が３，５４０万円となりまして、前年度対比７７０万円、１７．

９％の減少となっております。補助対象事業費の翌年度への繰越額の増加が主な要因であります。 

 一般会計繰入金は、１．１％増加して、２億７，８６７万９，０２７円となっております。公

債費の増額が主な要因です。 

 ５ページからの歳出ですが、下水道管理費につきましては、流域下水道事業維持管理負担金や 
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公課費の減額が主な要因で１９０万１，１７７円減少しております。 

 なお、繰越事業として委託料の公営企業会計システム構築事業のほか、宇佐木、曽根地区にお

いて管渠布設工事を進めてまいりました。 

 ６ページの下水道整備費の工事請負費では、公共下水道管渠布設工事や公共ます設置工事など

繰越事業分を含め１３件の事業を実施しております。 

 なお、宇佐木地区、曽根地区及び平生村地区での管渠布設工事では、安全対策など地元との調

整に時間を要し、翌年度への繰越事業となっております。 

 公債費は４億円を超えるものとなっております。この傾向はしばらく続くと認識しており、  

公債費の適正な管理に引き続き努めていくことにしております。 

 次に、認定第４号「令和２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計歳入歳出決算について」

であります。 

歳入総額は、９，９９９万８，１１９円、歳出総額は９，９８６万４，７１９円、歳入歳出差

引残額は１３万３，４００円でありまして、これにつきましては、令和３年度へ繰り越すもので

あります。 

 管渠整備につきましては、平成１９年度に完了しており、令和２年度末の水洗化率は７６．

７％となっております。 

 処理区域内人口が減少しており、流入量も減少することが予測され、処理施設の維持管理費の

確保が大きな問題となります。引き続き、水洗化の促進に取り組み、財源確保の点からも使用料

収入の確保に努めてまいりたいと考えております。 

なお、処理施設の改築工事は施工調整に時間を要し、翌年度への繰越事業となっております。 

 ３ページの使用料につきましては、１, ６５１万９３３円となりまして、前年度対比７３万   

８, ６１７円、４．７％の増加となっております。 

 一般会計からの繰入金につきましては、６，２３９万３，７８６円となりまして、前年度対比

９２９万２，３０３円、１３％の減少となっております。機能保全計画等の策定経費の減額が主

な要因であります。 

 公債費では、引き続き適正な管理に努めていきたいと思います。 

 続きまして、認定第５号「令和２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計歳入歳出決算につ

いて」であります。 

 歳入・歳出総額ともに２，３８３万１, ０５４円となっております。実質収支額もゼロとなる

ものであります。 

 介護認定審査会は毎週２回の開催を基本としており、総開催回数は６７回で、審査判定件数は  

１，９００件で前年度と比較して７７件増加しております。 
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 ３ページの歳入につきましては、これまで同様、審査会の構成町であります、田布施町と上関

町からの負担金と平生町からの運営費としての繰入金により、審査会事業を運営しております。 

 ４ページの歳出につきましては、認定審査会運営業務に要する経費を支出しております。運営

業務につきましては、前年度と内容に変更点はありません。 

 続きまして、認定第６号「令和２年度平生町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算につい

て」であります。 

 歳入総額は１４億３，７２４万９８０円、歳出総額が１４億９３８万６８７円となりまして、 

歳入歳出差引残高２，７８６万２９３円を令和３年度へ繰り越すものであります。 

 令和２年度末の第１号被保険者数は４，５５０人で、前年度と比較して５人減少しております。 

 ５ページからの歳入につきましては、介護給付費に要する財源として、保険料、国庫支出金、

支払基金交付金、県支出金などで構成しております。 

 歳出の１０ページから１１ページにかけての保険給付費につきましては、給付費総額が１２億 

６，７９６万４，２３０円となりまして、前年度と比較して２，２１８万９８１円、１．８％の  

増額となっております。介護保険施設である介護医療院への入所者が増えたことによる給付費の

増加が主な要因であります。 

 要介護者に対する給付であります、介護サービス等諸費では１１億６，６２０万１，３８９円

となりまして、前年度と比較して１，９４６万３３５円の増額となっております。 

 要支援者に対する給付であります介護予防サービス等諸費では１，４６９万９，４８１円とな

りまして、前年度と比較して１００万１，７６１円の減額となっております。 

 ちなみに令和２年度末の高齢化率は３９．８％となっております。 

 新たな取り組みとして、ひとり歩き高齢者の行方不明時において、早期発見につながる小型タ

グとスマホアプリ・一斉配信メールを活用した「認知症高齢者等の見守り事業」を開始し、介護

する家族との協力体制の構築を図ってまいりました。 

介護保険事業計画に沿って、一人でも多くの高齢者の皆さんがふるさと平生町で元気に暮らし

ていけるよう、介護予防の取り組みを進めてまいります。 

 また、引き続き高齢者を地域で支える地域包括ケアシステムの構築に努めるとともに、生活支

援体制整備事業及び認知症総合支援事業に取り組んでまいります。 

 次に、認定第７号「令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について」で

あります。 

 歳入・歳出総額ともに２億５，６７５万１２７円となりまして、実質収支額もゼロとなるもの

であります。 

 ３ページからの歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料で、歳入総額は１億８，３１７万５，
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６８８円となり、歳入決算総額全体の７１．３％を占めており、収納率は現年度分で９９．９％

であります。 

 ５ページからの歳出の主なものは、山口県後期高齢者医療広域連合への納付金でありまして、

総額で２億４，３５６万４，６１０円となっており、歳出決算額全体の９４．９％を占めており

ます。 

  以上で、一般会計と６つの特別会計の歳入歳出決算についての説明を終わらせていただきます

が、別冊の財産に関する調書、令和２年度決算の附属資料及び決算審査意見書を御参考に、御審

議を賜りますよう、お願いを申し上げまして、決算報告を終わります。 

ủ    これをもって提案理由の説明を終わります。 

ここで、暫時休憩いたします。再開を１１時１０分といたします。 

午前１１時０３分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１１時１０分再開 

────────────・────・──────────── 

ה ┘ ⌐ ∆╢  

ủ    日程第３３、一般質問・行政報告及び提出議案に対する質疑を行います。 

 まず、最初に一般質問を行います。質問の通告順により順次発言を許します。 

 村中仁司議員。 

ủ     それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 農業用ため池の現状と今後の利活用について伺います。 

 農業用ため池で、平生町で一番貯水量があるのが天池でございます。県のホームページにより

ますと、天池は管理者、所有者が自然人となっています。この自然人というのは一体どういった

人たちなのでしょうか。もし、水漏れが発生したときのこの修理は、自然人の人たちが修理しな

ければならないのでしょうか。 

 ２番目に貯水量があるのが八海ため池です。八海ため池は、所有者、管理者が平生町となって

います。水利権がある農家は何軒あるのでしょうか。次、近くに太陽光発電施設が多く建設され、

八海ため池は、農業用水としての役目が少なくなっているのではないでしょうか。埋め立てて、

企業誘致用の土地とするのもよいし、残土運搬地、そして災害ごみの仮置き場にもなるし、いろ

んな活用ができるのではないでしょうか。 

 次に、所有者、管理者が平生町となっているため池も幾つかございます。どういった経緯で平

生町となったのでしょうか。 

 以上を伺います。よろしくお願いします。 
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ủ    浅本町長。 

ủ    村中議員にお答えいたします。 

 天池につきましては、貯水量７万２, ０００立方メートルの農業用ため池でございます。山口

県が作成しているため池マップでは、管理者及び所有者ともに自然人と掲載されております。こ

れは個人や規約のない団体を意味しており、個人情報保護の観点からもこのような表記がされて

おります。また、水漏れ等が発生したときの修理につきましては、ため池の所有者の方で行って

いただくこととなります。 

 続きまして、八海ため池につきましては、貯水量３万９, ０００立方メートルの農業用ため池

です。昭和２７年７月に、八海ため池水利組合が結成され、長い間この地域の農業等に活用され

てきましたが、休耕田の増加等により、干ばつ時の水量も確保可能となったことや、水利権者も

発足当時の３分の１程度まで減少し、後継者不足もあり、当組合の存続が困難なことから、平成

１４年４月に水利組合を解散されました。平成２１年には県事業の残土処理場としての活用につ

きまして、県においてため池の環境調査を実施し、鳥、魚、昆虫類等の絶滅危惧・準絶滅危惧種

が確認され、環境面の配慮から埋め立てを行わないこととしており、現在に至っているところで

ございます。したがって水利権はゼロ人ということになっております。 

 次に、平生町が所有権や管理者となっているため池についてでございます。 

 平成１３年８月、曽根、佐賀地区において、旧ゴルフ場建設予定地を平生町が土地取得をいた

しております。その土地の中に幾つかのため池が含まれており、町所有のため池になった状況で

ございます。 

 以上です。 

ủ    村中仁司議員。 

ủ     ため池は、生物の生息生存場所の保全、地域の憩いの保全等に

より埋め立てを断念したということでありますよね。ですが、今あそこは生物、亀以外におるん

ですかね。亀がみんな食べてしもうたんじゃないですかね。それと、あそこはハスがありました

よね。ハスのあれ、スッポンか何か、みな亀が食うたようでなくなったようです。だから、さっ

き言われたような生物の生育の場所といったところは今ないんじゃないですかね。 

 そして、町内のため池でも住宅地域の上にある、ため池も幾つかございます。そのため池も農

家の高齢者、そして後継者不足、そして管理者が入院したりしてから管理できない状態となって

おります。こういったため池はどういうふうに指導するのか、そして、ため池の、田んぼが少な

けりゃ貯水量も少なくて済むんですが、その栓をいつも使わなければ栓をいつも抜いておくとい

ったそういう指導はしておられるんでしょうか。伺います。 

ủ    浅本町長。 



-  37 -  

ủ    お答えします。 

 まず、環境面でございますけど、これは私どもが調査するというのはなかなか難しいので、県

のほうに行ってもらって、今現在どうかというのは確認を取りたいというふうに思っております。

何分、例えばあそこを土地利用するといったら、県がうんと言いません限りなかなかできないと

思いますので、そこはちょっと確認させていただきたいと思います。 

 それから、町内のため池は１４３カ所ございます。先ほど言いました町所有が１１カ所しかご

ざいません。それで、持っておられる所有者の方、管理者の方には、いろいろとうちの建設課の

ほうで切開することもございますので、これも含めて、したいのかしたくないのかという、そう

いう要望調査もさせてもらっております。したがいまして、所有者が切開したいということであ

れば、それはいろんな、すぐにとはできませんけど、そういうことがあれば、必ず町のほうに相

談に来ていただきたいなと、どういうやり方があるのかも含めて、町のほうで相談していただけ

れば、こちらのほうでどういう対応ができるかも含めて、検討させていただきたいなというふう

に思っております。 

 以上です。 

ủ    村中仁司議員。 

ủ     今、栓だけを抜いて、そのままにしときゃいいんじゃないかと

いうふうなことを言ったんですけれども、それで八海ため池を埋め立てするというのは公共残土

のことがありますしね。公共残土を町内にその捨て場というのを確保しておられるのか、そして

また今熱海の件もありますから、山の上に持っていくわけにはいかんでしょ。そういったことで

県のほうを説得をして、あそこをどうにか活用できるような方向に持っていけますかね。 

ủ    浅本町長。 

ủ    県とよく相談してみます。活用方法について、県のほうに相談してどう

いうことができるのかというのも含めて、よく検討、相談させていただきたいと思います。 

 以上です。 

……………………………………………………………………………… 

ủ    細田留美子議員。 

ủ  ↕╪   それでは、通告しています、ごみの減量とリサイクル活動の推

進について質問いたします。 

 平生町でもごみの処理のための費用が財政の負担となっています。日本のごみの焼却施設の数

は世界一だと聞いています。燃やすことで、人体や環境に害を及ぼすガスの発生も心配されてき

ました。 

 これまでの大量生産、大量消費を見直し、焼却と埋め立て中心のごみ処理から、減量とリサイ
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クルを重視した取り組みを進める必要があります。 

 国もさまざまな法律や各種リサイクル法で、推し進めているところです。平生町では、今年の

３月に一般廃棄物処理基本計画が発表され、これからの１０年間の道筋が示されました。内容は

ごみと生活排水の２項目立てになっています。ここではごみの処分について質問いたします。 

 この計画の位置づけとして、各種法律や県の基本計画を踏まえ、有用な廃棄物を資源として活

用しながら、ごみの発生抑制を図るとともに、廃棄物の適正処理により、環境への負荷を軽減す

るなど、循環型社会の形成を推進するとしてあります。 

 平生町のごみ処理の現況と課題、そして循環型社会への今後の取り組みをまず質問いたします。 

ủ    浅本町長。 

ủ    お答えします。 

 一般廃棄物処理基本計画は、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図りつつ、一般廃棄物を適正

に処理することを目的として、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、市町村が策定する

こととされている計画でございます。 

 本町におきましては、前計画期間の終了を期に、本町の一般廃棄物の処理を取り巻く諸情勢も

変化していることから、当該計画について見直しを行ったものでございます。 

 今回の計画では、有用な廃棄物を資源として活用しながら、ごみの発生抑制を図るとともに、

廃棄物の適正処理により環境への負荷を軽減するなど、環境型社会の形成を促進することで、第

五次平生町総合計画の基本目標である、安全で快適に暮らせるまちづくりを目指していく計画と

しております。 

 本町のごみの処理に関する現状として、ごみの排出量につきましては、年々減少傾向となって

おりますが、これについては主に人口減少等の要因によるものと分析をしております。 

 また、町民１人当たりで見ますと、ごみ排出量は近年横ばいの状況ですが、県内の平均または

全国における本町と同規模自治体の平均よりも多く排出されております。その他にも、ごみから

選別され資源化を行う資源回収率については、県内の平均また全国における本町と同様規模自治

体の平均を下回る数値となっております。施設関係については、処理を行う周東環境衛生組合清

掃センターや熊南総合事務組合資源活用センターは、老朽化も見られることから、施設の必要な

補修工事などを行いながら、安定的なごみ処理を行っているところでございます。 

 これらの現状を踏まえて、今後の課題といたしましては、環境型社会の実現に向けて、さらな

るごみの減量化、リサイクル化を促進していくことが必要でございます。中でもごみの排出量削

減として、食品ロスや生ごみの削減、詰めかえ商品の利用、リユースの促進など、ごみの排出抑

制に町民、事業所、行政が主体的に継続して取り組むことが重要となってくると考えているとこ

ろでございます。 
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 以上です。 

ủ    細田留美子議員。 

ủ  ↕╪   今、類似町村と比べてのお話もございました。平生は

１, １０５グラムを、１日１人当たりごみを出しているということで、全国の中には５５グラム

というところもあり、もちろん３, ７９５グラムというところもあるのですけれど、平生町はま

だまだ減らせる余裕がたくさんあると思います。 

 また、ごみを調べてみますと、うちは紙・布の一般ごみが５割から６割を占めています。これ

を減らせる可能性はすごく大きいです。先ほど食品ロスの話もされました。これはごみの水分量

を少なくするということで、水分は３割から４割という形になっていると、この計画には書いて

あります。 

 いろいろな全国の市町村の取り組みもございますので、それを参考にしながら、これからどう

減らしていくか、どう資源化していくか、資源化すればいいという問題でもない、リサイクルの

輪がきちんと完結しないと、回収してもそれが使われないのであればごみになってしまう。そう

いったことも考えられながら、先ほどの３Ｒの推進ももちろん大事だと思います。この計画をし

っかり今から実行に移すのにはどうしたらいいかというお話になるんですけれど、住民の協力、

事業者の協力が一番というか非常に大切になってくると思います。ごみの排出量をとにかく、入

口を減らすためには、賢い消費者であり事業者であるということが必要となってきます。 

 ついつい今まで大量生産、大量消費をしてきた私たちですので、その中でやっぱり見る目を肥

やしていく、これが本当に必要なのか、必要な量はどれくらいなのか、どういった行動を起こし

たときに、きちんとした量が自分として確保できるかというようなあたりも、しっかり町として

も広報活動、丁寧な説明、そういったものが必要だと私は考えています。 

 マータイさんの「もったいない」という話もわーっと出て、今どうなったのかな、マイ箸とか

マイコップとかどうなったのかなという懸念もございますので、何度も住民や事業者への丁寧な

説明が必要だと私は考えます。 

 あと制度としてどうしていくか、例えば分別を増やしていくかどうなのか、今から埋め立ては

あと何年埋め立ての期間はあるけれど、その後どうするかとか、炉の耐用年数がきたときにどう

するのかという話もございますので、早急に資源化、リサイクル化、そういったものを進める必

要があると思います。 

 このごみの一般廃棄物処理基本計画の中の第６章と７章にある不法投棄ごみ、その対策という

か現況はどうなっているのか。在宅医療廃棄物、今からは家で訪問介護、訪問医療を受けながら

生活される方が増えてくると思われますので、そうした医療廃棄物のお話、それから今回のコロ

ナの関係でエッセンシャルワーカーのどうだこうだっていう話がかなり出ましたけれど、その感
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染防止対策が必要な一般廃棄物をちゃんとこう、袋に入れてというような指導もありますけれど、

そのあたりの処理の問題。あと災害時のごみ、災害廃棄物処理計画というのが立っていますけれ

ど、それで果たして対応が可能なのか。先ほど池にそういった災害廃棄物を仮置き場にしたらど

うだろうかというお話もございました。その災害廃棄物の処理、これ非常に万が一のときには問

題になりますので、住民の生活に非常に関係してきますので、そのあたりのこと。 

 それから、太陽光発電、風力発電、これが設置年数が過ぎたらどうするのか、国としては太陽

光発電をエネルギー政策でつくれつくれって言っておりますけれど、そういう旗は振っています

けれど、耐用年数が過ぎたときに、もしその業者がいなくなったり、設置者が不明になったりし

たときのことがすごく心配されています。それは、全国的にそういう話も出ていますので、国の

ほうも今までのリサイクル法みたいな形で、立てるときに処理のお金も入れてという話もござい

ますが、このあたりのことはどういうふうにお考えでしょうか、質問いたします。 

ủ    浅本町長。 

ủ    まず最後におっしゃられた、太陽光発電の件でございますが、これはど

ういうふうなのができるのかも踏まえて、これは国と県に確認しないと、これ全国一緒ですから、

日本国内の問題だと思うんです。平生町だけでこうできるという問題でもないと思いますので、

これは国として、再生エネルギーを推奨しているわけですので、その後のことは、国はちゃんと

示してもらわないと、私どもとしてはできないというのがまず１点。 

 災害廃棄物ですが、これ災害の規模によってどれだけ出るかというのはわからないです。これ

だけあれば十分だというようにはございません、多分。例で見ますと、例の東日本大震災のとき

は、ものすごい量の廃棄物が出たわけです。どうしていたかというと、小学校の空き地とか何か

をここに運んでくださいみたいなことをやっていましたけども、こればっかりは量によってどう

するかを対応しないと、今現実的にこれだけ出るからここにこんだけ、ここにこんだけは集める

というのはできると思うんですよ。ただ、量がどんだけかというのはわからないから、それはそ

のときにいろいろ工夫して考えていくしかないのかなというふうに思っています。 

 それから、ごみの量を減らすということですが、これやっぱり個人というか住民の皆さんとそ

ういう企業の方、これらの方々にぜひともそういうごみを少なくしてくれというのは、もう言い

続けるしかないのかなというふうに思っております。先ほども言いましたとおり、いろんなさっ

き言った詰めかえの製品を使ってもらうとかリユースの促進なりもそうですし、リサイクルもも

ちろんそうですし、これらについて御理解をしていただくということが一番重要なんじゃないか

なと思います。 

 だから、ごみの量はどれだけだというのは逐次示して、よその団体よりはうちはこのぐらいよ

というのも含めて、皆さんに周知していくということも必要なんじゃないかなというふうに思っ
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ております。 

 いずれにしてもごみの問題は個人的なものになるわけで、平生町がこういうことをしたら減る

ねというのは、もうこれは個人の皆さんに理解してもらうことしか、今のところできないんじゃ

ないかと私は思っています。ただ、いい案があるのであれば、教えていただければ検討させてい

ただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

ủ    細田留美子議員。 

ủ  ↕╪   先ほどの災害に遭ったときには遭ったときの規模で違うから、

そのときにならないとわからないとおっしゃいましたけど、確かにそれはそうなんですけれど、

そのための計画です。一応、東南海地震が起きたらこの程度のという予想はあるじゃないですか。

集中豪雨で万が一のときには、崩れそうなところというのは平生町わかっていますよね。そうい

った形で、こういうときにはこうという計画は、私は必要だと思います。 

 先ほど、個人の人に理解してもらうのが一番だというお話もございました。私もそう思います

けれど、そのための誘導策、これは町にできると思います。令和元年度のごみの処理にかかった

経費は１億８, ０００万円です。また、ごみの焼却施設の老朽化や限りある埋立地のことを考え

ると、ごみの減量化とリサイクルの推進は早急に取り組むべき課題です。対策の一つとして、先

ほど町長もおっしゃいましたように、住民や事業者に対して何度も繰り返し丁寧に説明していく

ことだとも考えます。第一にとにかくごみをつくらないような、入口を抑制する、そのことに力

点を置いて、皆さんにお願いしたらと思います。 

 先ほどの理解してもらうための誘導策ということで、幾つか調べましたところ、ごみの有料化、

今平生町ももちろん有料化していますけれど、資源ごみは生ごみの半分の金額の紙の袋にしてる

とかそういったところもありますし、ポイント制、そういった環境にいい買い物をするとポイン

トをつけますよというポイント制で住民の皆さんに協力を願うということをしているところもご

ざいます。とにかく循環型社会の実現に向けて、平生町も取り組まざるを得ない状況ですので、

先送りすることなく、今の将来あるべき平生町の姿、住民がこれだったら安心して安全で暮らせ

る平生町の姿を描きながら、それに対してごみの問題をどうしていくかというあたりをしっかり

と考えて、進めて、推進していただきたいということをお願いして、先ほどの誘導策もいろんな

ところがやっていますので、ごみゼロというか生ごみがゼロというところもございます。焼却炉

をつくれない、つくりたくない、埋立地がない、少ない、そういったところが、もうしょうがな

いから、じゃあどうしたらごみが抑制できるかというので、かなりの分別をしたり、いろいろコ

ンポストの補助をしたりいろいろ考えていますので、そのあたりのことも考えて、平生町は町単

独ではなくて、処理のほうは周東のほうでは上関と平生と田布施と柳井の４市町が構成していま

すし、こちらの熊南のほうは田布施と平生がやっていますので、平生町だけで進めるわけにはい
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かないかもしれませんけれど、リーダーシップを取って、今から進めていただけたらということ

をお願いして、この質問は終わります。 

 次の質問に移ります。 

 次に、子供のスポーツ活動の推進について質問いたします。 

 ２０２０東京オリンピック・パラリンピックが、コロナ禍の中でしたが何とか無事に終わりま

した。関係者の御尽力に心からの敬意を表します。 

 さて、テレビで観戦した私たちは、期間中、選手の活躍に胸を躍らせ、人間の可能性と多様性、

そしてスポーツの力、平和のありがたさを感じた大会でした。スポーツは人々の才能を見つけ出

し育成することで、選手やそれを支える人、見る人を幸せにする大きな力を持っていること、選

手の出身地やそれに関係する地域の活性化にも資するものだと強く感じました。平生町でもス

ポーツによるまちづくりをもっと進めたいと考えます。 

 そこで今回の質問です。平生町で子供のスポーツ育成といったら、まずスポーツ少年団が頭に

浮かびます。しかし、近年団員数も競技数も、少子化の影響もあり減少しています。指導者の高

齢化も進んでいるのではないでしょうか。学校の部活も教師の働き方改革などで、令和５年以降

は休日の部活を地域活動として実施予定です。中体連も解散して郡体もなくなるというふうに聞

いております。このように子供を取り巻くスポーツ環境が大きな曲がり角を迎えている中、この

３月に平生町スポーツ推進計画の改定版が出されました。その中の基本施策の１に、子供のス

ポーツ活動の推進がありました。この施策によって、どのような平生っ子の育成とまちづくりを

目指しているのかお答えください。 

 以上、子供のスポーツ活動の現状と課題、そしてこれからの取り組みをお答えください。 

ủ    清時教育長。 

ủ    それでは、子供のスポーツ活動のまずは実態、これにつきまして、御

質問にお答えしたいと思います。 

 子供にとってのスポーツは、生涯にわたってたくましく生きるための健康体力、こういった基

礎を培う、また、公正さ、規律さを尊ぶ態度であるとか克己心であるとか、そういったものを養

うなど、人間形成に重要な役割を果たすものと、このように認識をしております。 

 また、学校の体育に関する活動や地域スポーツを通して、十分に体を動かして、その楽しさや

意義、価値を子供が実感できる、そういった環境の整備を図って、積極的にスポーツに取り組む

態度を育成する、そういったことは重要であるということは認識しているところでございます。 

 まず、子供の体力の現状について、少しお答えしておきますと、毎年実施する体力・運動能力

調査からお話ししますと、全国的には幼児期の活発に体を動かす遊びや機会の減少といったこと

などから体力、運動能力の減少傾向、これには歯どめがかかってきているが、基礎運動能力につ
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いては昭和６０年ころとの比較では低い状況にある、このようなことが、今言われています。 

 本町の子供たちについて全国平均と比べてみますと、小学校ではそれを下回っておりますけれ

ども、中学校では全国平均並みから上回る種目も多く出てくる、そういう状況でございまして、

また積極的にスポーツをする子供とそうでない子供の二極化については、全国と同様に顕著に認

められる、そういう状況があります。 

 まず、子供たちのスポーツ活動についてでございますが、学校の体育の授業以外では大きく、

先ほど申し上げられましたスポーツ少年団活動と中学校の部活動、これがございますので、まず

はスポーツ少年団の状況を申し上げます。現在、平生町スポーツ少年団には７つの種目がござい

まして、全体で１５６名の団員がおります。年々減少傾向にあった団員数は、令和元年度が

１６７人、昨年度が１３５人でございまして、昨年度と比べると今年度は少し増加をしていると、

こういう状況でございます。 

 また、登録につきましては、平成２９年度から３歳以上の団員登録も認められましたことから、

本町においても種目により登録を可能としておりまして、これまでの入団実績はございますけれ

ども、今年度の未就学児の登録はございません。体験入団につきましては、各団とも随時体験入

団の受け付けを随時行っているところでございます。活動については、現在、コロナ禍の中では

ありますが、各団とも感染対策を講じて、熱心に活動をされています。指導者については、それ

ぞれに後継者の育成に努めていただいておりますが、高齢化をしてきているのが現状でございま

して、少子化とともに課題でありますことから、各団と連携して後継者育成に引き続き協力をし

ていくことにしています。 

 中学校の部活動、こちらにつきましては、平成３０年にスポーツ庁から運動部活動のあり方に

関する総合的なガイドライン、これが示されてから、町教委や学校がそれぞれに効率的、効果的

な活動、そして適切な休養日の設定、これを含めた部活動の方針を策定して、それに沿って現在

活動を進めています。 

 また、少子化による生徒数や教員数の減少から、これまで種目の減少はございましたが、教員

の働き方改革として外部指導者の導入を図る、このことで部活顧問の教諭と連携しながら、生徒

が生き生きと部活動に取り組めるようにしておりまして、顧問を初めとする部活動関係者の積極

的なかかわりは、子供たちの努力と達成感を生み、自主性や責任感、連帯感を育み、充実した活

動と成果を上げていると、このように捉えています。 

 子供のスポーツ活動については、これらのほかに中学生の外部クラブへの参加であるとか、あ

るいは３年生以上の小学生が応募できる県体育協会が主催するジュニアアスリートアカデミーへ

の参加もございます。種目はどちらも主に学校部活動にはないものとなっておりますが、外部ク

ラブについては、現在２２名が参加しておりまして、そのうち半数は学校部活動と平行して活動
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しております。また、アスリートアカデミーについては、該当児童へ募集要項を配布することで

周知を行い、現在小学生３名、中学生１名が選考会を経て活動していると、そのような状況でご

ざいます。 

 また、子供のスポーツ活動を支えるために、以前は我がまちスポーツ推進事業などを活用して、

スポーツ教室を行っていた時期もございますが、現在は事業等の条件などから実施できていない

というのが実情でございます。 

 次に、平生町スポーツ推進計画についてということで、これからのあり方ということについて

でございます。平成２６年３月に策定しました、平生町スポーツ推進計画につきましては、昨年

度お示しされたように改定をしたところでございますが、基本理念の「スポーツで人とまちをつ

なぐ元気な平生」、これを引き継ぎまして、この実現を目指して３つの基本方針、生涯スポーツ

の推進、人材育成と活動支援、地域の活性化、これに基づいた取り組みを進めることとしていま

す。 

 今、御紹介しました基本計画の生涯スポーツの推進では、議員お示しのとおり、子供のスポー

ツ活動の推進を基本施策の１として取り上げています。そこでは、目指すものを子供がスポーツ

や外遊びの楽しさを知り、スポーツに親しみ、運動習慣を身につけること、このようにしまして、

地域と連携して取り組んでいくことを記載しております。特に伝統のあるスポーツ少年団活動に

ついては、その活性化に向け、スポーツに親しむ、より多くの機会の提供として、これまで以上

に広報活動や体験活動を積極的に行い、加入率の向上を目指す、このようにしているところでご

ざいます。 

 本町は、スポーツ少年団への加入率こそ県平均を上回ってはいますが、活性化に向けては今ま

で以上に多くの方にスポーツ少年団を知ってもらえるように、周知の方法の見直しなどを行って

いくことが必要だと考えています。 

 しかしながら、少子化や指導者の高齢化の課題は大きく、地域の協力を得ながら、引き続き活

性化に向けて一緒に知恵を絞っていかなければなりません。 

 中学校部活動のこれからのあり方については、昨年９月にスポーツ庁と文化庁、文部科学省こ

の連名で休日の部活動について、学校部活動から地域部活動へと令和５年度以降、段階的に移行

する、このように示されたことがかかわってきます。このことについては、今年度から体育協会

やスポーツ推進審議会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員、部活動の外部指導者、中学校、そ

れぞれの代表による地域部活動検討委員会を立ち上げて検討を進めていますが、休日の運営主体

となる地域団体の整備あるいは確保、また地域の専門的指導者の確保、財源の確保、こういった

ことを初めとしまして、課題が大変多く、性急に結論は出せない状況でございますことから、協

議、検討を進めることとしておりまして、検討を進めるに当たっては、スポーツ少年団など町の
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スポーツ活動の活性化とも結びつけていきたいとこのように考えているところでございます。 

 また、この夏行われましたオリンピック・パラリンピックでは、躍動する選手の映像が日々流

れておりました。子供個々がかかわっている種目にかかわらず、スポーツへの興味、関心が高ま

った子供が多いことは間違いございません。この機会に、春に実施しました体力・運動能力調査

を振り返ることで、自分の体力について、再度理解したり、学校の体育の授業や部活動などを通

してさらに関心を高めたりして、スポーツ意識の向上につながることを期待しているところでご

ざいます。 

 町教委では、少子化による影響が大変大きく、指導者の高齢化の課題もございますが、学校の

体育に関する活動や地域スポーツを通じて、子供たちが十分に体を動かし、その楽しさや意義、

価値を実感できる環境の整備、そしてスポーツに取り組む態度の育成に向けて、関係団体等と引

き続き課題を共有し、これからの取り組み方等について、ともに検討を進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

ủ    細田留美子議員。 

ủ  ↕╪   行政側の答弁としてはどうしても総花的になる、全体を通して

のスポーツ活動の推進となるのは理解しております。私はこの２０２０オリンピック・パラリン

ピックの機会を捉えて、選手の育成ができないかというあたりを今回は聞いてみたいと思います。 

 御存じのように、中学校、高校と、いい教師がいるときには、クラブ活動がぱっと花が開いて

優勝とか準優勝するようなことが今までもございました。指導者の力っていうのはすばらしい、

子供たち一人一人の力を引き出して、スポーツ選手に育てる、勝つ喜びを教える、自分の花開く

時期を信じることができる、そういった指導者というのは非常に大切なものだと思います。 

 教育長にお願いなんですけれど、今言いましたように、教師の中にいい人材がいると、子供た

ちは花開きます。人事権は教育長が中学校お持ちでしょうから、そういった先生を引っ張ってい

くことも考慮されたらいかがかと思います。スポーツでまちづくりを、と言いました。 

 子供たちに夢を聞くと、サッカーの選手になりたい、野球の選手になりたいとか、そういう夢

を語られる子供たちもたくさんいます。そういったプロ選手を育成する方向も今から考えられた

らと思います。もちろん町の職員の中でスポーツ関係の強い職員を雇ったり、それからいろんな

県とか国の施策を利用しての協力隊でもいいですけれど、そういったことも考えられるんじゃな

いかと思います。 

 スポーツってすごく影響力が大きい。例えば高校の甲子園、あれに優勝したらもう２０年でも

３０年でも４０年でもみんなが噂するぐらいすごい力を持っています。これをぜひ平生町でも何

とかできないかというのが、私の夢です。夢は夢でなかなか難しい問題もあるとは思いますが、
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そういったようにいい指導者を引っ張ってくるような施策は考えられないか質問いたします。 

ủ    清時教育長。 

ủ    選手の育成はできないかという御質問でしたけれども、競技選手の育

成ということでお答えをさせてくださいませ。 

 競技選手の育成ということでは、まずは子供たちがスポーツへの興味、関心を高める場面、こ

のたびのオリンピック・パラリンピックのような報道であったり、あるいはスポーツの見学であ

ったり、講演、講話、スポーツ教室、さまざまにございますけども、そうしたスポーツへの興味、

関心を持つ場面があって、そして子供たちがスポーツに直接かかわっていく。ですから、そこで

はスポーツ少年団とか部活動とか、先ほど説明しました外部のクラブであったり、いろんな場面

が考えられる。 

 そしてまた、そこで競技選手に向かうためには、体力、運動能力をそれぞれの子供たちがス

ポーツテストの結果等を用いて把握し、理解していくという場面もあろうかと思います。そこに、

議員さん申された専門的な指導者の評価と、こういったことがかかわってくるんであろうという

ふうに考えます。そういったことを通して、競技力がどんどん向上していくという話になるんで

あろうというふうに考えるところでございます。 

 大きな課題というのは、やっぱりそれぞれに先ほど答弁しましたように、それぞれにございま

すが、議員さんの御質問のよい指導者をというお話でございますけれども、これからの学校部活

動であるとか地域部活動、または地域スポーツの中で、今特に地域スポーツの中でも指導者の高

齢化の話もしましたけれども、そうした専門的な指導力のある方といいますか、教員も含めて、

そういった方々をどうやって育成するかとか、あるいはこちらに来ていただくかとか、そういっ

たことは大変重要なところだというふうには考えています。そういった面では、努力をしていき

たいということは考えております。 

 人事権の話が先ほど出ましたけれども、校長の具申と町教育委員会の内申をもって人事権は県

教委にありますので、そういう意味では努力をさせていただくというふうに申し上げたいと思い

ます。 

 どちらにいたしましても、子供たちの運動の楽しさ、意義、価値を実感できる環境の整備であ

るとか、あるいはスポーツに取り組む態度の育成であるとか、こういったことは確実に取り組ん

でいかなければならないことでありますので、かかわっておられる方々としっかりと今ある大き

な課題を共有して検討していきたいとこのように考えております。 

 以上でございます。 

ủ    細田留美子議員。 

ủ  ↕╪   子供たちにスポーツの楽しさを知ってもらう、体力向上に役立
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てる、そういったスポーツによって育てられる部分を、しっかり平生の子供たちに注入していく

ということは、とても大事だと思います。もちろん競技選手もあるんですけれど。その入口とし

てのスポーツの楽しさを知るために、放課後子ども教室、４年生の友遊スポーツ教室というもの

がありますよね、ああいったものとか、もちろん子供会の活動もそうですけれど、いろんな場面

で子供たちにスポーツの楽しさを教えていただきたい。いろんな町の行事もございます。今、残

念ながらコロナ禍でやっていませんけど、そういった行事の充実もあります。 

 そういった底辺を広げることで、中からプロになるような子が育ってくると思いますので、人

材育成もありますが、平生町の中にも実は結構全国的に華々しく活動した人やプロの選手団を率

いて監督をしてきた人がいます。そのあたりは、なかなかわからないところもあるとは思うんで

すけれど、丁寧に掘り起こせばいらっしゃいますので、そのあたりのこともお願いしたいと思い

ます。どちらにしろ、子供たちが夢を持ってスポーツにも取り組むことができる環境の整備をお

願いして、この質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

ủ    答弁はよろしいですか。 

ủ  ↕╪   はい。 

……………………………………………………………………………… 

ủ    ここで、暫時休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

午前１１時５９分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時００分再開 

ủ    再開いたします。 

 中本敦子議員。 

ủ   ↕╪   それでは、質問させていただきます。 

 最近、テレビで気象予報士などが、いつ、どこでも何が起こるのかわからない、ハザードマッ

プを確認し、早めの避難、移動を取り、自分の身は自分で守る行動をお願いしますと頻繁に呼び

かけるニュースが流れます。以前の一般質問では、災害計画、対策面、備災、減災の事柄にはし

っかりと回答していただき理解しております。どこの市町も県や国の指導で、書類上はばっちり

なのだと考えます。 

 しかし、先日の大雨災害のニュースを見て、私は改めていろんな面で不安を感じました。常日

ごろから災害時には居場所から状況を判断する心構え、慌てず体感することの重要性を強く思っ

たのです。 

 津波のときは山へ、山崩れは下へ、地震のときは強い頑丈な建物、そのときどきの状況により

自分の身を守る判断と行動です。移動通路の選択をスムーズにできるのかなど考えました。 
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 一つ、町民が慌てず身を守る行動を、体感は振動しているのだろうか。２つ目、行政としては

どのような方法で一般町民にどのように理解させているのか。このような思いから、今回、方向

性を変えて質問させていただきます。 

 １問目は、災害から身を守る危機管理意識は町民一人一人にどのように届いているのかという

ことで、４点お尋ねします。 

 １点目は、ハザードマップ配布後の対応と町民の理解度です。避難場所へ移動する安全経路の

説明等、住民の理解度と周知は大丈夫でしょうか。 

 ２つ目は、障害者、独居老人、弱者ですが、これらへの対応で１点お尋ねします。一般の若者

はインターネット上の情報、ホームページ、ＳＮＳ等を活用して自力で避難に向けた対応ができ

る。しかし、パソコン、タブレット、スマホを利用できない町民を想定した身を守るために必要

な情報発信等の対策はしているのだろうか。 

 ３点目は、防災対策マニュアルをどのように活用して住民に体感させているかということです。

ニュースでは、行政、消防、コミュニティ協議会、民生委員の連携がうまくできている自治体ほ

ど大災害を食いとめているケースが多いとある。平生町では町民にどのような方法で安全確保を

指導しているのか、どのように伝えているのかということです。 

 ４点目は、将来的な避難場所の設備について、災害時のトイレ問題について、多人数が少数の

トイレを利用する場合、水がとまる、目詰まりで利用できなくなる、衛生、健康面からの精神的

な苦痛による苦情等の問題は起こり得ることです。町の定める指定避難場所の敷地内にすぐに増

設できる仮設トイレが設置できるような災害用マンホールトイレ等の導入を検討してはいかがで

しょうかという、今日は４点についてお尋ねします。 

ủ    浅本町長。 

ủ    お答えいたします。まず、避難場所へ移動する安全経路の説明等、周知、

理解度等につきましては、まず、ハザードマップは自然災害の発生が予測される場所や被害が予

測される範囲、程度などが地図上に示されており、ハザードマップを利用することで、どこにど

のような災害が起こり得るか事前に知ることができます。そのため、日ごろから災害時の避難行

動をする上で、有効な防災情報の一つとなっております。 

 町では、これまでに各種ハザードマップを作成し、住民の皆さんへ配布しております。最近で

は、今年の３月に大内川、田布施川、灸川の氾濫による新たな洪水ハザードマップを作成し、関

係する地域に配布しております。これは、近年、これまで経験したことがないような大雨により、

毎年のように全国各地で洪水が発生していることから、想定し得る最大規模、千年に一度の降雨

により河川が氾濫した場合の浸水想定を示したものでございます。 

 町では、これまで住民の皆さんにハザードマップについて理解していただくために、防災訓練
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の訓練でのハザードマップの活用や出前講座でのハザードマップなどの防災情報の活用について

説明を行っています。 

 地域の危険箇所については、地域の皆さんにしかわからないことが多くあるのが現状です。被

害を最小限に抑えるためには、自分の命は自分で守るという考えが重要になります。避難を考え

る際にも、避難とは難を避けることであり、自宅で安全確保が可能な人は避難所に行く必要はな

いことや、自宅が危険な場所でも、避難先は町指定の避難所だけでなく、安全な親戚、知人宅へ

の避難を検討していただくなどの説明も行っております。自治会や地域グループなどで防災、減

災対策を考える際には、ぜひ出前講座を御使用ください。 

 今後も、住民の皆さんが迅速で安全な避難行動が取れるよう、ハザードマップ等の防災情報を

提供するとともに、啓発活動に取り組んでまいります。 

 それから、障害者、独居老人への対応でございますが、災害時に人的被害を最小限に抑えるた

めには、住民の早期避難が重要になりますが、そのためには、防災情報を迅速かつ確実に住民の

皆さんに伝えることが最も重要となります。 

 町では、災害時に住民の皆さんへ防災情報を伝達する手段として多重化を図っておりますが、

多くの方に一斉に伝達する手段の一つとして、防災行政無線の整備を行っております。屋外子局

を町内３０カ所に整備しているほか、電話にて放送内容を確認できる音声応答システムにより、

放送を聞き逃したときや風向きにより聞こえにくかった場合の対応をしております。 

 加えまして、本年度、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、町内の

要配慮者利用施設へ無線放送による確実な情報伝達が行えるよう、戸別受信機を２５台、無償で

貸与するよう準備を進めているところです。そのほか、Ｊ─ＡＬＥＲＴ放送、平生町防災メール、

ＮＴＴドコモなどの携帯電話会社の緊急速報エリアメール、ヤフー防災アプリでの配信を行って

おります。 

 また、平成２９年度に山口県がＬアラートを導入したことによりまして、町が発信した防災情

報は県を通じて放送局等の各メディアに配信されており、テレビ画面の横や下に各種情報が表示

されるＬ字放送により、多くの視聴者の目に触れることとなっております。 

 さらには、そういったシステムだけでなく、職員が広報車にて町内を巡回して、マイク放送に

て伝達を行うほか、場合によっては自治会長や民生児童委員などへ個別に電話連絡をするなど、

あらゆるチャンネルを活用して周知を図っているところでございます。 

 また、要配慮者への避難支援については、６月議会で答弁いたしましたとおり、町では災害が

発生した際に、自助、共助で必要な支援が受けられない要配慮者に対して、平生町防災福祉要配

慮者支援マニュアルを作成し、公助による避難支援等を行うものとしております。全国各地の災

害で、これまで多くの被害者や障害者等の方々が被害に遭われている状況を踏まえ、要配慮者の
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避難支援等を実効性のあるものとするため、個別避難計画についても作成に向けた取り組みを進

め、本町の避難行動要支援者の安全確保体制の整備を進めてまいりたいと考えておるところでご

ざいます。 

 平生町では、町民にどのような方法で安全確保の指導をしているのかということでございます

が、大規模な災害が発生した場合、住民から救助要請が殺到することが予想されますが、その時

点では、町や消防署、及び消防団等は災害対応に追われて対応できる人員がほとんど残っていな

いことが想定されます。災害の規模が大きくなればなるほど、行政の対応力は小さくなり、自助、

共助の重要性が拡大することとなるため、災害時の被害を軽減するためには、自分の命は自分で

守る自助を基本とし、地域住民が居住地域の災害発生の危険性を正しく理解し、災害対策の課題

を確認するとともに、行政と連携しつつ、地域のコミュニティレベルで相互協力できる体制を確

立することが重要になります。 

 平成３０年７月豪雨で、山口県におきまして７月５日から８日にかけて断続的に激しい雨が降

り、県東部を中心に広い範囲で土砂災害や河川の氾濫などが発生しました。３名の方の尊い命が

奪われるとともに、負傷者１３名、住家被害は１, ５２０棟に及び、公共施設等にも多くの被害

が発生しました。この災害の経験を今後の防災対策に生かすため、山口県防災会議防災対策専門

部会において、この災害を通じて明らかとなった課題について検証を行われた結果、避難情報等

の発令が必ずしも住民の避難行動につながらなかったケースが散見されました。 

 このことから、これまでの行政指導の取り組みを改善することにより、防災対策を強化すると

いう方向性を根本的に見直し、住民が自らの命は自らが守る自助の意識を持って、自らの判断で

避難行動を取り、行政はそれを全力で支援するという住民主体の取り組み強化による防災意識の

高い社会を構築する必要があるとされました。 

 こうしたことを踏まえ、災害時における逃げ遅れゼロの実現に向けて、令和元年度から県と市

町が一体となって、災害リスクが高い地域において、地域住民が自発的に避難行動を行うよう率

先避難や呼びかけ避難体制づくりの取り組みを進めているところでございます。 

 具体的には、各地域での避難体制づくりを戦略的、計画的に推進していくため、小学校区を一

つの目安として、自治会を母体に避難体制づくりを展開していくこととしております。本町では

率先避難の取り組みを波及させるための起点となる率先避難重点促進地域として、平生小学校区

では、令和元年度に田布路木自治会、佐賀小学校区では、今年度、田名地区協議会が避難体制づ

くりを実施することとなっております。 

 主な取り組み内容といたしましては、地域の防災リスクの把握や避難場所、避難経路の確認、

また避難する際、災害ハザードエリア内の全世帯が逃げ遅れることがないよう、グループを作成

し、連絡や呼びかけを行う体制を構築することで、逃げ遅れゼロを実現するものです。 
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 このように自助を基本として、地域住民と連携し、避難情報発令時には、実際の住民避難に効

果的につなげる体制を構築するなど、自分たちの地域は自分たちで守る共助の取り組みを促進す

ることで、適切な情報伝達体制の確立を図るとともに、地域住民の防災意識を高め、住民の安全

確保を図っていくこととしております。 

 それから、災害時のトイレの問題でございますが、全国の自治体等におけるマンホールトイレ

の設置状況につきましては、国土交通省の調査によると、２０１９年度時点で、全体の３６％に

とどまるとの情報が先日わかりました。大規模な災害が発生した場合には、水洗トイレが使用で

きなくなるなどの問題が顕著化いたします。平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、被災地

の広範囲で水洗トイレが使えなくなり、トイレが汚物であふれる状態となりました。また、平成

１６年に発生した新潟中越地震では、車中泊をしていた被害者がトイレを控えたため、エコノ

ミークラス症候群で死亡するといった事例が報告され、災害時における快適なトイレ環境の確保

は命にかかわる問題として認識されることとなりました。 

 災害時に避難所のトイレ空間の快適さが失われることは、衛生環境が悪化するだけでなく、被

災者の生活や健康に深刻な影響を及ぼすことから、国土交通省では平成２８年３月、マンホール

トイレ整備運用のためのガイドラインを作成し、下水道管理者に向けて、法整備等の実施を求め

てきたところです。 

 マンホールトイレは、災害時に日常使用している水洗トイレに近い環境を迅速に確保できると

いった特徴がありますが、下流側の下水道管路などが破損していないことが条件であり、導入に

係る費用が１基当たり約２００万円と高額なことから、これまで、防災部局では検討しておりま

せんでした。 

 本町では、これまで災害時にトイレが使用できなくなった場合に備えて、安価なことや事前の

準備はほぼ不要ですぐに使用が可能なことから、凝固剤が入った袋を使用するタイプの携帯トイ

レの備蓄をしておりますが、備蓄数は１, ２００回分と決して多くはありません。多くの避難者

が想定される大規模災害への備えのため、マンホールトイレの導入について調査研究を行ってま

いりたいというふうに考えております。 

 マンホールトイレは、下水道管に便器等設置を直接つなげるため、衛生的であり臭気もなく、

洋式であり段差がないため、要配慮者にも使用しやすいといった評価が導入自治体によってなさ

れております。災害時に使用するトイレとしては、携帯トイレや簡易トイレ、仮設トイレにマン

ホールトイレとさまざまありますが、災害の状況や避難所の大小など状況に応じたベストミック

スを考えていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

ủ    中本敦子議員。 
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ủ   ↕╪   ありがとうございました。今言われたように、本当に、今皆さ

んには自分の命は自分で守るということを住民に徹底して理解してもらうということが大事じゃ

ないかと思うんですね。今、曽根の場合は中学校が避難場所になっておりますが、ほとんどの人

が「中学校のどこかね、体育館かね、教室かね、左行くんかね、右へ行くんかね。車はグラウン

ドへ入れられるんでしょうか。昔子供が行くころは水でべたべたになりよったが、車の中で避難

できるんでしょうか」と尋ねられることがありました。でも、そんなことは住民にまだ徹底して

いないんじゃないかなと思うので、初歩的なところから、大災害のときはこういう心構えという

のだけ、住民に行き渡るようにしていただきたいなと思います。 

 いいことは、避難場所の中学校の道路に、避難場所の場所が平生中学校と看板が出ていますの

で、あれはすごいなと思いました。もっと大きめにやってくれたらもっとよかったかと思います

けど、気がついている人も住民もおりますので、私は住民から指摘されるまでわかりませんでし

たが、そういうふうに何となく町を歩いていても、車に乗っていても頭にすっと入るような方法

で住民を導いていただきたいと思います。 

 私、５年ぐらい前だったと思うんですが、議員になりたちにハザードマップの配布がありまし

て、曽根の公民館で集会があるのでのぞきましたが、十何人しか来ておりませんでした。ハザー

ドマップの説明は県の職員がやられました。町からは当時２人出ました。同じ曽根公民館の近く

に３人の子供がおって、１人はまだ抱いているような子供です。「主人がいないときに避難場所

をここへと言うんですが、２人の子供の手を引いて、川のそばを川伝いにここへ来るんですか、

ほかに道はありませんか」と尋ねたんですが、誰も答えませんでした。そのとき、それは向井原

のちょっと上に新しく住宅ができて、何人か入っている中の一人でしたので、やっぱり若い人の

ほうがしっかりしているな、不安を持っているんだなというのは感じましたので、ちょっとした

声がものすごい人の命を救うんだなと思いますので、本当、町だけでもできない、住民だけでも

できない、コミュニティ協議会には職員も登録されておりますので、誰かが誘導して、こういう

ふうにして、「おばあちゃん、あなた危ないと思ったら外へ出てごらん。役場の車が通りよった

ら聞こえんでもええじゃん。風が吹いてきたら、雨が降りよったら危ないんじゃなと察せられる

でしょ」と言うと、「そりゃわかるよ」と言うて、「聞こえんでもええじゃん。防災無線が何を

言いよっても聞こえんでもええじゃん。危険なんじゃなというのを察したらいいんですよ」と言

いましたが、そういうふうにみんなで協力し合うということが大事じゃないかと思いますので、

本当に自分の命は自分で守るんですよということを徹底した上で、手放すんではなくて一緒に助

かりましょうね、一緒に地域をまとめましょうねという雰囲気をみんなで持っていただきたいと

思います。 

 大体、今、町長さんが言われたことは大体わかりますので、もうこれはこれでよろしいかと思



-  53 -  

います。町長さん、何かありましたらお願いします。 

ủ    浅本町長。 

ủ    やっぱり住民の皆様には避難の仕方といいますか、それも含めてぜひと

も皆さんに周知していきたいなというふうに思っております。ただ、災害によってはいろんな災

害があります。ただただその道を行けと言ったんじゃ、たまたまその道が崩れたときはどうする

んかとか、その辺はもう住民の皆さんが自分で見て、ここが壊れたときはこっち側回ろうとか、

それはちゃんとそういう計画を自分ところでつくっておいていただきたいと思うんですよね。決

まりどおりにこの道を真っすぐ行って避難所に着けばいいという問題でもないと思いますんで、

昔というか、もう何十年以上も前ですけど、岡山県か何かで、避難指示が出たからといって何人

かで避難所へ向かう途中に洪水が来まして、亡くなられたという方もおられるんですが、それは

何か夜、結構暗くなって避難指示が出たということで、その辺も含めて、やっぱり避難指示とか

は明るいうちに出さないといけないなというふうに思っております。ただ、その方たちは、いつ

も言われているとおり、この道を真っすぐ行けと言われているから、真っすぐ行って洪水に巻き

込まれたということでございますので、その辺は、そのときの判断をぜひできるように、その辺

も含めて住民の皆さんに周知していきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

ủ    中本敦子議員。 

ủ   ↕╪   ありがとうございました。みんなで本当にとちまようというか、

パニクるときですので、みんなで声をかけ合って、ともに助かるということを考えたら、やっぱ

り協力体制が必要ですので、私たちは曽根ですから、竪ヶ浜のほうのことはわかるわけではない

ので、その地域のことを十分把握して、地域の仲間と一緒にやるというコミュニティ単位で改め

て、異常気象でいつどこで何が起こってもおかしくない日本になりましたので、そこらあたりに

力を入れて、職員も各コミュニティ単位にもおられますし、本当、百姓でお米やいろんなものは

つくるのは得意でも、そういうことに疎い人もおりますので、また体が言うことを聞かない人も

おりますので、皆さんで協力し合う体制をともに協力していけたらうれしいかなと思っています。

またよろしくお願いいたします。 

 この件に関しては、またみんなで考えるべきことだと思いますのでよろしくお願いします。 

 それでは、２つ目の質問で、商工業の活性化と支援に移らせていただきます。 

 コロナ対策プレミアム付商品券発行後、引き続き町内業者の継続はできる対策等の検討はどう

なっているんでしょうかというのをお尋ねするんですが、終了後の集計から動向調査で見えてく

るものがあるのではないかと思いますので、そこらあたりの検討はどういうふうにされるのか、

もし、結果が出ましたらお尋ねしたいと思います。 
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 そして、２番目は、常日ごろから町内業者を利用する呼びかけも必要ではないかと思うんです。

プレミアムの場合は、どうしなくても町内で買いますけども、ちょっとした品物は、ともに生き

ていくんだったら商売人も商業者もみんな助け合って生きていかないと地域は成り立たないので、

そこらあたりの呼びかけも大事じゃないかと思います。 

 それで、まず行政機関は町内の業者を優先して物品を購入しているか、そのことについて２点

お尋ねいたします。 

ủ    浅本町長。 

ủ    お答えします。プレミアム付商品券の終了後の集計から行動調査が見え

てくるところがあるのではということでございますが、イタリアーノひらおプレミアム付商品券

の発行につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により低迷した地域経済の活性化

を図るために行うものでございまして、７月２６日から８月３１日までの間、町内にある３郵便

局での販売を行い、９月１０日から翌年１月３１日までの間、町内の登録店舗で使用することで

事業を進めていくこととしております。 

 郵便局での商品券の販売は、今申しましたように既に終わっておりまして、販売冊数につきま

しては７, ８３６冊で、全体の約７割となっておりますが、今週末の臨時販売でさらに伸びると

見込んでおります。 

 販売した商品券の内訳につきましては、１, ０００円券１３枚と５００円券４枚の１万

５, ０００円分でございまして、５００円券につきましては、町内に本店を有する事業者での使

用に限定してございます。 

 現時点での販売分の経済効果は１億１, ７５４万円で、町内本店事業者への還流分は最低でも

１, ５６７万２, ０００円、さらに子育て世帯を応援するため、対象児童のいる世帯に対して配布

した商品券及び敬老事業として対象者に配布予定の商品券を含めますと、経済効果は１億

３, ６６３万４, ０００円、うち町内本店事業者への還流分は最低でも２, ０９４万７, ０００円と

見込んでおります。 

 今回のように販売価格にプレミアム分を上乗せする商品券の発行事業につきましては、過去に

も何度か行っておりますが、使用につきましては、町外に本店を置く大型店での使用が大部分を

占めている状況でございました。このたび初めての試みとして、町内に本店を置く事業者での使

用に限定した商品券を発行したことから、町内事業者への経済効果は一定程度期待できるものと

考えております。 

 今後は、このことをきっかけとして、引き続いて町内本店事業者での消費が続くことを期待す

ることはもちろんですが、今回商品券が使用された店舗ごとの集計を出すことにより、業種別の

商品券使用状況などにつきましても、結果として確認できる部分もあると考えています。 
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 町といたしましては、これらの集計結果をもとに、平生町商工会とも連携を図りながら、今後

の町内事業者の活性化並びに産業振興策などに役立てていきたいと考えています。 

 それから、町内事業者を使用しているのか、利用を呼びかけていく必要があるのではないかと

いうことでございまして、まず１点目で、町といたしましては、常日ごろから町内商工業の発展

等の立場から、商工会と協調して町内事業者の利用を呼びかけているところでございます。先ほ

ど申し上げました町内本店事業者での利用に限定した商品券の発行もこういった考えの中行って

いるものでございます。 

 今後におきましても、平生町商工会と連携しながら、町内事業者との各種取引が継続または増

加するような仕組みにつきまして検討してまいりたいと考えております。 

 それから、行政機関、町でございますが、物品の購入に関しましては、町内事業者からの調達

に努めているところでございます。町が行う物品の購入や役務の提供などの発注事務においては、

入札参加資格審査申請書の提出状況などを参考にしながら、取り扱いのある町内業者を最優先に

ピックアップし、競争入札ないし見積もり合わせといった選定手順を踏んで調達先を決定してお

ります。 

 ただし、町内に物品の取り扱いや業務の実施可能な業者がいなければ、町外の業者も対象にす

ることとなりますし、取扱業者が少なければ競争原理の担保のために、町外の業者を交えて比較

を行うことも必要であるとも考えております。適切な競争が町内事業者の育成、底上げにつなが

っていくことを期待しているところでございます。 

 以上です。 

ủ    中本敦子議員。 

ủ   ↕╪   よくわかりました。なるべく町内業者、底上げをするように、

活気がつくように努力されていただきたいと思います。 

 それから、今回、加入業者の一覧表が配布されました。多くの業者が加入され、いろんなお店

が登録されて、町民も選択肢が広がったと喜んでいました。行政や商工会が協力して努力したん

だろうなと思って、いかに平生町を盛り立てようかという気持ちが何か伝わってくるような気が

しました。努力はしたんだなと思って感じています。 

 そして、お店が１店舗でも閉店すると町が寂れていくようで、本当に活気はみんなで取り戻し

て活気づけるのがいいかなと思いますので、そこらあたりの意識改革も合わせて、今後とも御指

導よろしくお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 以上で質問を終わります。 

ủ    答弁はよろしいですね。 

ủ   ↕╪   もし、町長さん、何かありましたら。 
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ủ    浅本町長。 

ủ    町内で買っていただけるようにできるだけお願いをしてまいりたいと思

いますが、きょう、私、新聞を見たら、こんなの入っていまして、これ、商工会がプレミアム商

品券に使ったりした場合に、いろんな商品が当たるよというようなことが載せていました。これ

は商工会さんがやられている事業なんで、私も初めて知った。今日、新聞の中に入って、何じゃ

こりゃと思ったんですが、このような形で、商工会のほうも一生懸命活動しておりますので、そ

れも踏まえて、また町と商工会と一緒になって町内の商店を盛り上げていきたいというふうに考

えておりますので、御協力よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

……………………………………………………………………………… 

ủ    赤松義生議員。 

ủ     日本共産党の赤松義生です。 

 質問に入る前に、ジェンダー平等社会の実現に向けて、その環境整備がされつつあります。そ

うした中で、平生町においてもパートナーシップ条例の制定が県下の自治体の中でも先進的に検

討されているというふうなことをほかの場所からお聞きをいたしました。関係されている皆さん

がそうした視点で取り組まれていることについては、心より敬意を表したいと思います。 

 さて、実りの秋を迎えました。山口県の作況指数はやや良とのことですが、農協から支払われ

る仮払金や買い取り価格が前の年の２割から４割下落しているという報道が今なされております。

昨年度、食料自給率が過去最低となる中で、耕作を続けられている方々に希望が持てるような農

業政策が求められているように思っております。 

 それでは、通告に従い質問を行います。 

 まず最初に、町内の学校の校則についてですが、２０１７年の９月に大阪の女子高生が黒染め

を強要され裁判を起こしたことが社会に波紋を広げ、中高生と保護者の間で校則が社会問題とな

ってきています。そうした中で、２０１８年の３月の参議院で我が党の吉良よし子参議院議員が

校則問題を取り上げたところ、当時の林芳正文部科学大臣が校則の見直しの必要性を認め、その

際には、生徒の参加が好ましいと答弁をしております。 

 また、今年の６月８日、文部科学省は、校則が子供の実情や社会の常識などに合った内容にな

っているか絶えず見直すよう求める通知を全国の教育委員会に出していますが、平生町では、こ

うした通知についてどのように対応されていくのかお尋ねをいたします。 

ủ    清時教育長。 

ủ    それでは、校則についての御質問にお答えをいたします。 

 校則は学校が教育目的を実現していく過程におきまして、その目的を達成するために必要かつ
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合理的な範囲内において定められている、そういうものでございまして、児童生徒が心身の発達

の過程にあることや、学校が集団生活の場であることなどから必要なものでございまして、また、

学校教育において社会的規範の遵守について適切な指導を行うことからも、校則は教育的意義を

有している、このようには考えています。 

 しかしながら、昨今の報道等において、校則の内容やそれに基づく指導に関しまして、一部の

事案において必要かつ合理的な範囲を逸脱しているのではないか、このような指摘がされている

ことも理解をしておりますが、本町においては学校を取り巻く社会環境や児童生徒の状況の変化

から、絶えず積極的な見直しを図っていかなければならない、このような認識は各学校でされて

いるところでございます。 

 このことについて、平生中学校を例に申し上げますと、校則の見直しの意見収集は生徒指導委

員会で行われますが、具体的に教職員や生徒、保護者から意見がありますと、まずは生徒会役員

と担当教員とで協議が行われます。そして、保護者の意見も必要な場合は反映させ、その後、生

徒総会で協議を行い、職員会議を経て、最終的には教育に責任を負う校長の権限で決定をするこ

とになります。こうして昨年度は平生中スーパークールビズとして、期間を定めた登校時や授業

時の服装、安全ベストの着用についてルールの変更を行い、また、寒い時期の防寒着についてや、

標準服、スリッパ、ヘルメットの色について、男女の区別をなくすなどの見直しを行っています。 

 加えて、今年度の生徒総会の様子をお話ししますと、状況に応じた私服登校についてと、こう

いうテーマで話し合いを行い、さまざまな視点からしっかりとした根拠のある意見を子供たちは

述べていた、このように聞いておりまして、中学校では規則のあるなしではなく、物事の重要性

から自分自身で判断することを大切にすることで、校則に対する理解を深め、校則を自分たちの

ものとして守っていこうとする態度を養っております。 

 町教委では、校則の内容について児童生徒の実情、保護者の考え方、地域の状況、社会の常識、

そして時代の進展などを踏まえつつ、その見直しに当たっては児童生徒の主体性を培い、校則に

対する理解を深め、校則を自分たちのものとして守っていこうとする態度を養うことにもしっか

りとつながるよう、十分な連携のもとで引き続き学校を支援してまいります。 

 以上でございます。 

ủ    赤松義生議員。 

ủ     校則ってどうしたら変えられるのかというのが、子供たちの中で

は、全国的にはですよ、よくわからないというような状態もある中で、平生中学校の取り組みを

今、御紹介をいただきましたが、適切にされておられるというところで理解をいたしました。 

 これだけ子供たちと一緒にいろんな物事を考えておられるということも聞かせていただいて、

いい取り組みがされているなというふうに思いましたので、この質問はこれで終わります。 
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 それでは、次に、高齢者などの交通対策についてお尋ねをいたします。 

 平生町での高齢者などへの交通対策として、私の知り得る限りにおいて、福祉タクシーに今年

の予算で２８８万円、それから、今年から始まった事業だと思うのですが、高齢者おでかけ支援

事業に４６万９, ０００円などが行政として取り組まれていると思います。高齢者おでかけ支援

事業は、宇佐木のコミュニティ協議会、佐賀コミュニティ協議会で実施をされています。これと

は別に、大野地区では社協と地区社協の間で病院への送迎が実施をされています。それぞれ特色

を持った送迎が行われているようです。 

 しかし、お話を聞いていく中で、どこも共通しているのは、いわゆるボランティアで運転をし

てもらうということになりますので、その運転手さんの確保という点で、どこの地域でも非常に

苦労されていると聞いております。行政として、こうしたいろんな施策が行われているわけなの

ですが、制度全体を見ながら、対策を立案し、協議をする場所が必要ではないかというふうに思

っておりますが、町長の見解を求めます。 

ủ    浅本町長。 

ủ    お答えいたします。 

 高齢者や障害者の通院や買物などの移動手段の確保は、地域での暮らしを支える上で必要であ

り、平生町におきましても大変重要な課題だと考えております。 

 本町の高齢者等の移動外出支援策といたしましては、昭和５６年度から障害者を対象とした心

身障害者福祉タクシー利用助成事業を開始し、平成２３年度からは要支援・要介護の認定者を対

象に、介護サポートタクシー事業を実施してきました。この２つの制度につきましては、助成対

象者の重複や割引料金の相違等の課題があり、所管する２つの課で課題解決に向けて利用整備な

どの協議を行い、平成３１年度以降は福祉タクシー助成事業に一本化することで利用者の利便性

の向上を図ってまいりました。 

 また、地域の高齢者等の移送サービスにつきましては、これまでは町内４地区でコミュニティ

協議会等が無償運転ボランティアによる高齢者福祉サービスとして取り組んできたところです。

核家族化やライフスタイルの変化が進み、高齢者の移動外出支援のみならず、高齢者の日常生活

における多様な生活支援も必要とされており、本町でも平成３０年度から生活支援体制整備事業

を開始し、生活支援コーディネーターと協議を重ねて、地域ニーズを踏まえた多様なニーズに対

応するような施策立案を行ってまいりました。 

 今年度からスタートした有償ボランティアによる地域住民と行政の共同事業であります、平生

町高齢者おでかけ支援事業も施策立案した中の一つであり、既に佐賀、尾国地区と宇佐木地区で、

この事業を開始しているところでございます。現在、所管課において、移動外出支援策を含んだ

高齢者の生活支援体制のさらなる整備に向けた取り組みを行っておりますが、関係する団体や主
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管課以外の部署とも緊密に協議・連携を行い、事業の進展が図られておりますので、現状では全

体を見ながら対策を立案・協議する専門部署の必要性はないというふうに考えております。 

 以上です。 

ủ    赤松義生議員。 

ủ     先ほどの答弁の中で、有償ボランティアでというふうに言われる

のですが、有償といっても、話を聞くと、自宅から車がある場所まで車を取りに行く間の往復の

交通費と、それから本当に希望者のところに行って、運転をして病院だとかスーパーだとかに連

れて行って、連れて帰ると。そういう間の分は、お茶代ぐらいとかいう話で、一月ずつ払いまし

ょうかと言ったら、いや１年間まとめてでいいと言われるような金額だから、一月ずつもらって

も、それはどこへ行ったかわからないぐらいの金額だろうと思うのですけど。 

 だから、確かに全部が全部ボランティアだったのが、車を取りに行く間の交通費とかは見ても

らえるようになって、それは助かったという話はそうなんでしょうけど、まだまだボランティア

の域は出ていないような気がするんです。そういう中で、本当にどこも運転手さんを探すのに苦

労をされておりますので、確かに、今、そういう部署は必要ないというふうな答弁でしたが、そ

れはそれでも全体の組み立てができれば、それでいいと思うのですけれども、全体の、３つの地

域のそれぞれの送迎のサービス事業について、それを見ながら対応できるような部署はいるので

はないかと思うし、それは実際、今あるということなんですか。そうであるならば、そうした宇

佐木や佐賀で行われていることとか、大野で行われていることも、いろいろみんな苦労しながら

やっておられて、先の展望という点では、運転手さんを見つけ出すという点では苦労されており

ますので、そういうところをサポートできるように、行政として取り組んでいただけたらと思う

のですが、その辺はどうでしょうか。 

ủ    浅本町長。 

ủ    基本的に、今年度からですけども、有償にして、ボランティアでやられ

る方、地域コミュニティの方にとかございますが、その人たちと平生町が取り決めをしてやって

いるわけであって、今後、もっとこうしてほしいとか、いろいろな話し合いができる状態になっ

ておりますので、この辺も含めて見てほしいとか、こういうのがいるんじゃないかとかいうのは、

うちの担当課のほうと、よく相談して、今年度はつくったばかりですので、これがうまくいくか

どうかも含めて見ていきたいし、まだ町内で全体ではないですから、それらも含めて、協議をし

っかりしていきたいなというふうに思っておりますので、御理解いただきたいなというふうに思

っております。 

 以上です。 

ủ    赤松義生議員。 
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ủ     最後の今の件では要望だけ。それぞれの３つの地域での移送サー

ビスというか、そういう部分について、それぞれの地域の相談に、よく行政として乗ってあげな

がら取り組んでいただければということを要望して、この質問は終わります。 

 それでは、次に再生エネルギー大量導入への課題ということで質問いたします。国際的な気候

変動対策、また脱炭素社会への移行が待ったなしの課題ですが、平生町においては、風力発電が

いち早く設置され、現在は太陽光発電のパネルが町のあちこちに見られる状況になっています。

そうした中で、「住宅の真ん前にパネルが設置され、照り返しが心配」、「これからも耕作を続

けたいが水路は大丈夫だろうか」など、多くの声を耳にいたします。 

 全国的にもメガソーラーを中心に、太陽光発電の普及により、さまざまな問題が生じています。

今年の通常国会では、梶山経済産業大臣は２０５０年のカーボンニュートラルの実現に向けて、

再エネの主力電源化を進めていくことに当たって、地域に根差した再エネ導入拡大を進め、地域

住民の信頼を獲得していくことが重要だと答弁し、地域共生を円滑にするための条例策定を検討

したいと答弁をし、自治体の条例策定をサポートする考えを表明されております。 

 今、全国では、２０２０年度の時点で１３４の自治体、最新の７月２９日の時点では、

１５６自治体が再生可能エネルギー発電設備の設置に関する条例を制定しているところですが、

本町の現状を考えると、全国の条例を検討し、対応が必要ではないかと思いますが、町長の考え

をお尋ねをいたします。 

ủ    ここで暫時休憩いたします。再開を２時１０分といたします。 

午後１時５７分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時１０分再開 

ủ    再開いたします。 

 浅本町長。 

ủ    それではお答えいたします。 

 本町での再生可能エネルギーの取り組みは町内への風力発電所の建設や公共施設への太陽光発

電設備の導入、町内の住宅用太陽光発電設備への導入補助など、地球温暖化防止を目的としたク

リーンエネルギーを導入するという意味において推進の立場から取り組んでまいりました。 

 しかしながら、平成２３年に電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措

置法、いわゆるＦＩＴ法が成立し、事態は少しずつ変わり始めまして、農地転用可能な農地が多

い本町の地域特性を背景に、民間の太陽光発電所が多数建設されるようになってきたところです。 

 このことにより、太陽光発電事業者が全国から本町へ流れ込み、中には利益を優先するあまり、

防災・環境上の懸念等をめぐり、地域住民との関係が悪化する事業者が出るなど、さまざまな問
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題が顕在化することとなりました。再生可能エネルギー発電所の設置は、法による制限がない限

り、土地所有者と発電事業者の契約により進められることになることに加え、国においては推進

の立場から制度が組み立てられていることから、なかなかその抑制を行うことは困難な状況です。

とはいえ、本町では、このような状況を憂慮いたしまして、現在、法で事業者が受けることが可

能とされている固定資産税の優遇措置につきまして、野立ての太陽光発電施設については除外す

ることで、その抑制を試みているところです。 

 しかしながら、本町のみの独自措置では、国の提唱するカーボンニュートラルにより追い風を

受けている事業者からは、町に対する苦情が寄せられるのみであることから、ある程度、広域的

な対応が必要であると判断しているところでございまして、現在、県に対し、山口県太陽光発電

施設の安全な導入に関する条例の制定を要望しているところでございます。 

 本町の見慣れた風景が、太陽光発電施設に変わっていくことは、私としても決して喜ばしいこ

ととは思っておりません。そういった意味において、景観や都市計画、自然環境、生活環境、災

害の防止など、多角的な視点での判断が必要であると感じているところでございますが、現行法

上、設置に支障がないものに対し、禁止区域や抑制区域を設けていくことは、区域内の土地所有

者に対し、合理的な説明を行っていくことが必要であるとも考えております。 

 また、国が強力に推し進めている地球温暖化対策としての再生可能エネルギー施策との調和に

ついても考えていかなければなりません。今回、御提案いただきましたことにつきましては、今

後、どのような体制で進めていくかということも含め、全国の事例を調査しながら、研究してま

いりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

ủ    赤松義生議員。 

ủ     全国の事例も注視しながら考えてみたいということと、それと県

に対しても要望は出しているということでありました。私、こういろいろ調べてみて、どこのが

いいのかなと思いながら見ましたら、埼玉県の川島町という町が埼玉県のど真ん中のへんにあっ

て、荒川のずっと上流で、町全体が平生町の平野部みたいな感じで、農業が盛んな地域だという

ふうに紹介されていました。そこでは町長が、全町が規制区域だということで、全町について、

町内のいかなる地域でも太陽光発電を設置する場合に、適正な維持管理をして、草刈りとかもち

ゃんとやりなさいよとか、それから負の遺産は残さないことということで、事業をやめたら、後

片づけをちゃんとしなさいよとか、そういうことを中心にした規制なんですけど、規制というこ

とになるのか、ある程度、条件をつけて設置を見合わせるというような形になろうかとは思いま

すけど、そういう形なども、それこそさっき言われた固定資産税の優遇措置を排して、少し設置

を見合わせるというような効果もあるのではないかというような感じで、いろんな形で、つくら
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せないということには、そう簡単にはならないと思いますので、いろんな条件をつけることによ

って全体として乱立を防ぐというような形でやっていただければというふうに思っております。

この件については以上で終わりたいと思います。 

 それから、最後になるのですが、先ほど中本議員からも同じような質問もありましたけれども、

あまり重ならないように思いますので、質問をいたします。 

 ８月１２日から１５日未明の間の豪雨は、３５２. ５ミリに達し、町内では６カ所の被害が確

認をされています。この間、連日のように大雨洪水警報が出され、テレビをつけると、「これま

で経験したことのない豪雨となるので安全を確保してください」というのが一晩中流れているよ

うな状態でした。本町では、この間、どのような体制で、この豪雨に臨まれたのか。そのことを

まずお尋ねいたします。 

 それから、１４日の朝、私、柳井市に行ったときに、柳井市の中央公民館は避難場所の看板が

掲げられて、こうこうと電気がついておりました。まあ、明るいんですがね、もう。避難所にな

っていましたけど、本町で避難所が開設されたのは１４日の１６時だったと思いますが、これで

は大雨の峠の見通しがついたころではなかったかと思うのです。１５日の朝の２時ぐらいには雨

はやんだのではないかと思いますので、何にしても避難所の設置の対応が遅過ぎたと私は思って

おりますが、いかがでございましょうか。 

ủ    浅本町長。 

ủ    お答えいたします。 

 まず、１２日から１５日の間の豪雨について、どのような体制で臨んだのかということでござ

いますが、８月１２日からの大雨につきましては、１２日、午前６時３分に下関気象台より山口

県気象情報として対馬海峡付近に停滞する全線に向かって、温かく湿った空気が流れ込み、大気

の状態が非常に不安定になっており、前線の活動が活発となると見込まれ、１３日以降も非常に

激しい雨が降り、大雨になるおそれがあるとの通知がありました。 

 これを受けまして、午後に山口県から大雨に対する警戒態勢について、今後の大雨に関する情

報の収集、伝達に万全を期し、職員の参集配備態勢を確立しておくとともに、防災関係機関との

連絡体制を確認すること等の通達がありました。 

 本町には、１２日の午前５時５３分に大雨注意報が発表されており、同日午後３時５４分には

１３日未明までに大雨警報、土砂災害に切り替える可能性が高いとの予想が発表されていたため、

警戒発表時に配備となる総務課及び建設課の職員は勤務時間外においても警報発表に備えていま

した。 

 その後も、雨は降り続き、１３日、午前７時５５分に大雨警報、土砂災害ですが、及び洪水警

報が発表されたため、地域防災計画に定める配備の基準により、警戒態勢を第二警戒態勢に移行
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し、災害時に備えました。 

 同日、夕刻・夜間の防災対応について判断するため、下関気象台ホットラインに本町の今後の

見通しについて確認したところ、１３日夜の初めから夜遅くにかけて、強い雨雲がかかり、その

後、翌１４日の午前中にも強い雨雲がかかる見込みであるが、いずれも警戒レベル４、避難指示

相当である土砂災害警戒情報の発表基準ではないとのことであったため、第二警戒態勢の配備態

勢である総務課２名、建設課４名を配備し、避難所の開設は見送り、消防団本部団員に夜間の水

防出動の可能性もあるとの周知にとどめました。 

 気象予報については、逐次、情報収集し、対策に当たっておりますが、１４日から１５日にか

けての予報が山口県内では土砂災害の危険度が非常に高くなっているところがある上、１４日夜

から１５日の明け方にかけて雷を伴った激しい雨が断続的に降る予報となっていたため、これに

備えて避難所の開設を１４日、午前１０時に決定いたしました。合わせて、開設する避難所は平

生まち・むら地域交流センター及び佐賀地域交流センターとして、開設時間は自主的に避難され

る方が明るいうちに避難できるよう、午後４時から、また、開設の周知については午後２時に行

うよう関係職員に指示をいたしました。 

 避難所開設の周知については、午後２時に防災行政無線による放送、防災メールの配信、ホー

ムページへの掲載により行い、午後４時の開設時にはヤフー防災アプリによる配信を加えたとこ

ろです。 

 避難の状況は、平生まち・むら地域交流センターに避難された方はいらっしゃいませんでした。

佐賀地域交流センターには１４日、午後８時１５分に１世帯４人が避難されましたが、翌日

１５日の明け方には雨も弱まり、午前４時５６分に洪水警報も解除されたというのもあり、午前

６時１０分に退所されました。 

 １５日、午前１１時１５分に大雨警報は解除され、第二警戒態勢は廃止となりましたが、

１５日には建設課を中心に町内パトロールを実施し、被害状況の把握に努めました。町道平生中

央農道の一部崩落などがあったものの、幸い人的被害はなく、安堵したところであります。 

 避難所開設が１４日の１６時ということで、遅いのではないかという御質問でございますが、

このたびの大雨による本町における豪雨の状況は、大雨注意報が発表された１２日から大雨警報

が解除された１５日までの総雨量が３５０ミリを超える雨量となりました。幸いなことに、土砂

災害警戒情報の発表基準には達することがない見込みであったため、１４日まで避難所の開設は

しておりませんでしたが、１４日の気象予報が１４日の夜の初めから１５日未明にかけて、激し

い雨が降る予想となっていたことから、１４日までに相当な量の雨が降っており、土壌雨量指数

も高くなることが予想された為、１４日午前１０時に午後４時からの避難所開設を決定いたしま

した。 
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 この避難所開設の判断について、適切であったかと問われれば、適切な判断をしたと考えてお

ります。ただ、率先避難に取り組んでいく上で、避難所へ避難するという選択肢を早いうちから

考えられるよう、もっと早く開設してもよかったのではないかと考えているところです。 

 今後、住民の皆さんが危険だと感じたときに、すぐに避難するという判断ができるよう、適時

適切な情報の提供と避難所を開設することで、避難する場所があるという安心感を提供するよう、

適切な時期の開設を判断していきたいと考えております。 

 以上です。 

ủ     赤松義生議員。 

ủ     今の答弁で、大体、理解はできるのですが、ここに平生町地域防

災計画、私、いただいているものがあるんですけれども、これで気象災害の場合の態勢というの

は、どういうときにどういう態勢を取るのかというところで、例えば、地震の場合であったら、

震度３の地震が発生したら第一警戒態勢とか、それから津波の場合だったら、山口県瀬戸内海沿

岸地区に津波注意報が発令された場合は第一警戒態勢と、こういうふうになっているのですが、

気象災害の場合は、風水害対策、台風対策を含むということで、第一警戒態勢を組むときの基準

というのが明確でない形になっているんですよね。だから、ここは警報が出たら第一警戒態勢、

それから、今、警報よりもっと上の分がありますよね、特別警報とかというのが。そういうよう

なのが出れば、第二警戒態勢にするとか、そういうふうに明確にされたほうがいいのではないか

というふうに思っています。ただ、これは計画であって、皆さんが仕事をされる場合にマニュア

ルか何かを持っておられて、そこで明確になっているというんだったら、また話は別で、それを

示してもらえたらというふうに思っております。 

 それと、あともう一つは、遅過ぎると言われれば、そうであったかもしれないということであ

ったのですけど、テレビで避難所の開設の情報がずっと流されていましたけど、平生町の場合は

洪水警報が出ているのに、なかなか出ないなというふうに危惧していたところなんですけど、住

民が安心して避難できる場所があるというのは、大変大きなことだと思うし、行政のほうが、世

間ではお盆休みのさなかでありながらも、そこまでやってくれるのかという安心感というか、行

政への信頼にもつながると思いますので、できるだけ早めにですね、ある一定の基準を設けて避

難所の開設をされるというのがいいのではないかと思います。 

 ただ、先ほど答弁にありました３５２ミリという雨であったけど、川とかいう部分については、

大分、余裕がありました。だから、これからは土砂災害のほうが怖いよねという話も１４日にし

たような気がするんですけど、そういうことも踏まえて避難所を開設されたというのは、それは

それで納得がいく話だったとは思います。 

 そういう点で、風水害に対しての警戒態勢について、どういう場合にどうするという、明確な
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基準を示されるようにしたほうがよろしいかと思いますが、その点はどうですかということと、

避難所の開設は早めにということで、再度お尋ねだけをしておきます。 

ủ    浅本町長。 

ủ    態勢の整備につきましては、細かいものがございますので、お見せいた

します。 

 それから、避難所の開設ですが、確かに私も放送で見ていて、平生町はなかなか出ないなとい

うふうに見ていました。これは先ほど申しましたように、山口県に通知して、山口県が各放送局

のほうに流すわけですが、多分、うちは４時に開設しているけれども、かなり遅く出ていました

ので、タイムラグもあるのかなというふうに思っています。ただ、実際は何時だということでご

ざいますし、先ほども申し上げましたとおり、避難所が開いているというだけで、安心安全な気

持ちになっていただくということもございますので、なるべく適切に避難所の開設をしたいと思

っております。ただ、早く開けたほうがいいというものでも、これ、ございませんので、その辺

は十分考慮して、いつ出そうかということを真剣に考えてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

ủ    これをもって一般質問を終了いたします。 

────────────・────・──────────── 

ủ    これより行政報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。これをもって行政報告に対する質疑を終了いたし

ます。 

 次に、提出議案に対する質疑に入ります。 

 まず、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」から議案第４３号「令和３年度平

生町介護保険事業勘定特別会計補正予算」までの件について、一括して質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

 赤松義生議員。 

ủ     全部一緒に言ったほうがいいんですよね。国保の特別会計とかも。 

ủ    ４１号から４３号までを一括ということです。 

ủ     わかりました。１２ページの財産管理費についてなんですが、コ

ロナ対策の地方創生臨時交付金１億４, ３５０万９, ０００円と一般財源１億５, ２２１万

６, ０００円を合算して、財政基金に約２億９, ５００万円積み立てられております。それで、先

ほど、決算の副町長の説明の中で最後に、財政調整基金が令和２年度決算で２０１９年度に比べ
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て１億幾ら減少をしたと。それは、新型コロナ対策の臨時交付金で事業をしていたら、年度末で

一旦、国に返してくれと言われて、返した部分の手当てをして、それについては、今回、新たに

国から交付されたので、それを積み立てますと、こういう内容のようだったというふうに思いま

す。 

 それはそのとおりなのでしょうが、私も正確に、そこまで計算はしていなかったので、何とも

言えないところなんですけど、せっかくコロナのことで給付をされた臨時交付金なので、感染対

策という点では、ワクチン接種と休業補償は一体にとかいう部分では、かなり充実はしてきたと

は思うのですが、ただ、ＰＣＲ検査の実施については、まだまだ十分ではないように思います。

特に社会的検査というか、学校だとか保育園だとか、高齢者施設だとか、役場もそうなんでしょ

うけど、そういうところでの社会的検査について、国がまだ十分に手当てをしていないという中

で、こうしたコロナ対策の臨時給付金を使って社会的なＰＣＲ検査の実施をするようなところに

でも使ったらいいのではないかというふうには思っておりまして、質問をいたしました。 

 それから、もう一つ、新庁舎の整備事業で、委託料として８０３万円組まれております。庁舎

内の庁舎の案内看板等の作成業務ということなんですが、私も特別委員会のときに、当初予算で

はどれだけ見込まれていたのか、今までのところで看板についてはどれだけ見込んでいたのかと

言ったら、１００万円という答弁がありました。今まで庁舎の建設は１０億円ぐらいから始まっ

て、それから今まで補正があって、今、１２億程度のところまで膨らんできているのではないか

と思っています。これまでの追加のやつについては、例えば、発電機が古くなって使えないから、

それを新しいものにやりかえるとか、どうしても役場の機能を最低限維持していくためには必要

な補正だったと思って、私も賛成をしてきました。ただ、庁舎内の、ここが総務課ですよ、ここ

が何課ですよというような案内については、ここまで使わなくても必要最低限のものでいいんじ

ゃないかというふうに思っております。 

 それと、次に、国保の補正についてなんですが、令和２年度の決算で６００万円少しの剰余金

というか、黒字が出て、それと財政安定化支援事業で国から入ってきたお金とか、約

２, ３００万円程度、基金に積み立てるという話でした。そうすると、基金は９, ８００万円ぐら

い残っていたと思うので、１億２, ０００万円ぐらい基金が残ろうかと思いますけど、その基金

を使って来年度の事業をするようになると思うんですが、今、平生町の国保は全県の中でも群を

抜いて安い金額になって、社会保険料並みとまではいかないにしても、それに近いぐらいの水準

になっているのではないかと思います。そういう中で、来年も同じような水準を維持しようと思

えば、今度の２, ３００万円の積み立てと、今までの基金と合わせて１億２, ０００万円ぐらいを

皆使わないと同じ水準は維持できないと思いますけど、来年度のことを聞くようになるんですけ

ど、どのように来年度の国保について、その基金を活用して……。決算で言うべきかもしれませ
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んけど、どのように考えておられるのか、お尋ねをいたします。 

ủ    浅本町長。 

ủ    お答えします。 

 まず、コロナの交付金でございますけど、これにつきましては、もちろん、まだまだ全てでき

ているとは私も思っておりません。これから先、必要な経費も出てくるでしょうから、これはも

う国のほうにぜひともまだ必要だということを十分お示しして、県を通じてになるのか、町村会

を通じてになるのかは知りませんが、いろんなところを使ってですね、まだまだ町村にはコロナ

の交付金は足りていないということを言ってまいりたいと思います。これはもう言い続けるしか

ないと思いますが、そのような形でやっていきたいなと思っております。 

 それから、新庁舎の案内板でございますが、私、基本的にはこれが肝なんじゃないかなと思う

んです。というのも、町民のサービスなんですよね。ほかのところは庁舎の使い勝手とか庁舎の

あれなんですが、一番町民が来て、何を使うかと言ったら、そこだと思うんですよね。入ってど

こに行きゃあいいんだ、どこに行くんだというような形になるんで、やっぱり町民に対するこれ

はサービスだということの一角だと私は捉えておりまして。なるべく町民の方が入ってきて、当

然、わからなければ職員に聞けばわかるわけですからいいんですけど、ただ、そうはいっても、

入ってきて職員を探してというんじゃなくて、ああ、こっちだなっていうのがわかれば、これは

私は町民に対するサービスだろうというふうに認識をしております。したがって、ちょっと高額

にはなるんですけど、ぜひとも案内板の設置をお願いしたいなというふうに思っております。 

 国保につきましては、ちょっとまだこれからなんで、来年のことは今どうのこうの言えません。

はっきり申し上げまして、まだ全然決まってないわけですので、どうするかなんていうのはまだ

ないんですが。 

 ただし、今と同じぐらいの安さをずっと続けていったら、なくなったときに、どんと上がるわ

けですから、そのときに、なんじゃこりゃという話になるから、その辺はこう、うまく、徐々に

とか、ということを考えながら、最後になくなったときの落としどころも踏まえて、来年度予算

も検討していかなきゃいけないなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

ủ    赤松義生議員。 

ủ     町長は案内板が一番肝心なんだというふうに言われるんですけど、

それは何といいますか、やっぱり必要最低限で、もっと経費をかけずに、僕はこれはやるべきだ

というふうには思うんですよね。 

 ただ、役場に来られる人でも、行くところがわかってたら、総務課に行かないといけない、こ

れは経済課に行かないといけないというのがわかってたら、なんていうことないんですけど、ど
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こに行ったらええんか、どこの課が受け付けてくれるんか、扱ってもらえるんかわからんという

のが、やっぱり結構多いんじゃないかと思うんですね。そういう場合は、どうしても職員の方が

親切に、ああ、これだったらここですよって案内をするというような形になると思うんですけど、

そういう形で私はある程度やれるんじゃないかなあというふうに思うので、どうもこの分につい

ては納得がいかないということだけは表明しておきます。 

ủ    ほかに質疑はありませんか。平岡正一議員。 

ủ     歳入の８ページ、地方交付税の増額、補填額１億３, ８８９万

６, ０００円、これ当初予算からずいぶん増えておるんですが、これ理由をちょっとお伺いした

いと思うんです。 

 それと、１０ページ、篤志家からの寄附金が１, ０００万円。大変ありがたいことで、感謝を

しなければならないと思っています。 

 ところが、いただいた方の意向というのがちょっとよくわからないんですよ。なぜなら

１, ０００万円を、５００万円を公共施設の建設費に、５００万円を教育委員会の総務費に割り

振っておられる。これがいただいた方の意向を反映しているのかどうかということも、ちょっと

お伺いしてみたいんです。 

ủ    浅本町長。 

ủ    地方交付税の増額はなぜかというのにお答えしたいと思うんですが、ま

ずデジタル型社会の構築か何かに新たに盛り込まれた、地方交付税の中に、普通交付税に、なの

で、それは結構な金額です。４, ０００万円か５, ０００万円近くあったというふうに記憶してお

ります。 

 それから、少子高齢化じゃなくて、お待ちくださいね。（発言する者あり） 

 申し上げますけど、増額の要因としては地域デジタル社会推進費の創設、それと会計年度任用

職員制度の平年度化などが主な要因でございますというふうにお答えしました。これ、さっき言

った創設とかでございますので、これ、どこの市町も増えています、全体的に。うちは１億何ぼ

ですけど、今、大体そのぐらい付近で、もっと人が多いところは多いんでしょうけど、その付近

で増えております。 

 あと、１, ０００万円の寄附につきましては、副町長からお答えさせていただきます。 

ủ    髙木副町長。 

ủ    提案理由の説明で、町長のほうから、匿名の方から、町へ恩返しをし

たいということで１, ０００万円の寄附を受けたというお話をさせていただきました。 

 これはなぜ庁舎に５００万円、教育委員会、学校等へ５００万円なのかということにつきまし

ては、いろいろ私どもも考えさせていただきました。で、最終的に結論として、こういう形を取
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ったわけですけど、そこに至るまでは、我々の案を、当事者といいますか、寄附をされた方に意

向の確認をさせていただきました。こういう形で、今、一大プロジェクトである庁舎のほうにお

願いしたい、そしてまた、今後の平生町を担う人材育成のために使わせていただきたいというこ

とで、寄附をしていただいた方の御意向確認、御承認をいただきましたので、こういう形で計上

させていただきました。 

ủ    平岡正一議員。 

ủ     交付税の件です。 

 財産管理費で新しく、２億９, ５７２万５, ０００円基金に積み立てることになっております。

そのうち、財源は、先ほどの昨年コロナで使った一般財源分はほとんど国が見てくれて、１億

４, ３００万入ってきたと。これはしたがって全額基金に戻しますよと。それはそれでいいんで

す。 

 あと、一般財源が１億５, ２２１万６, ０００円ですね。その交付税が１億３, ８８９万

６, ０００円と、これを引いた後、繰越金などから１, ３３２万ぐらいが入れられておると思うん

ですけど、計算上ですよ、ほかに移動はありませんから、なっています。 

 それで、ちょっと調べてみたら、この１億３, ０００万の地方交付税の中には、いわゆる先払

い分といいますか、先ほど町長からありましたように、デジタル社会を構築するために当面あげ

ておきますよと。これはちょっと私心配でいけんのですよ。これは基金に積み立てておる。それ

から、これは本当の基金の増額にはならんのですよね。もうちょっとほど預けときますというこ

とになりますからね、このうち幾らか知りません、かなりの部分らしいんですけど。 

 そうすると、これが本当に基金に値するのかということに今度はなってくるんですけども、も

う、これから先、支出決まっとるわけですからね。これが心配なんですよ。将来、デジタル事業

をやったときに、いや、もうあげておりますよということになるのかどうか。これはちょっと困

るんですよね、財源的にも。自動的に基金から崩して財源をつくるということになりますから。

むしろこういうものは補助金でちゃんとはっきりしてくれたほうがいいような気がするんですよ。

財源的に見通しも含めて。そこのところ私はちょっと理解できませんので、ちょっと意見をもう

少し、町長の考えも聞いておきたいと。本当の基金の魅力が薄れてしまうんですよね。これ、も

う、目的財源積み立てみたいなもんですから。ここのところが心配なんですがね。 

ủ    浅本町長。 

ủ    デジタル型社会に対応するものということでいただいておりますが、中

身はちょっと私にもわからないです。ちょっと総務省に確認します。どういうもののために積ん

だのかということは、確認させていただきます。 

 それから、交付金か補助金か何かそちらのほうにすべきじゃないかということなんですけど、
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これはずっと地方公共団体が言っていたのは、自分の財源はひも付きじゃなく、何にでも使える

地方交付税にしてくれとずっと言ってきた話でございますので、多分方向性としては、その方向

性にしていただいているんじゃないかなというふうに思っていますので、ちょっとさっき言った

ように確認したいと。どういう事業に使うのか、もう目的が決まっていて、これなんだよってい

うのであれば、それは先ほどおっしゃったとおり、そういうふうな配り方していいんだろうけど、

交付税にしている意味というのをちょっと確認しないと、私のほうでもわからないので、それを

確認した後、またお知らせいたしますので、ちょっと今回、今のところ保留にしておいていただ

きたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

ủ    ここで暫時休憩します。３時５分再開とします。 

午後２時５５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時０５分再開 

ủ    再開いたします。平岡正一議員。 

ủ     匿名のありがたい方には大変感謝をしています。そこまでやっ

ておられたら安心ですが、小さいことはまた委員会で聞きたいと思います。 

 それから今の交付税の問題は、事前のヒアリングの段階で大変心配になりましたから、問題提

起しました。はっきりよく確認されてから、そういう可能性もありますんで、そうすると基金の

性格が変わってくるという面もあります。十分に調査をされて、また報告をお伺いしたいと思い

ますので、大変、議案のヒアリングの中で心配になりましたので申し上げました。これだけ申し

上げて終わりです。 

ủ    ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４４号「平生町章制定条例の一部を改正する条例」及び議案第４５号「押印の見

直しに伴う関係条例の整理に関する条例」について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４６号「工事請負契約の締結について（変更）」について質疑を行います。質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 続きまして、決算認定についての質疑を行います。 
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 認定第１号「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について」、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 続きまして、認定第２号「令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認

定について」から認定第７号「令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」を一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 続きまして、報告第５号「町長専決処分指定事項の専決処分の報告について」から報告第

１８号「地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率及び公営企業会計の

資金不足比率の報告について」を一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 これをもって、一般質問、行政報告及び提出議案に対する質疑を終了いたします。 

 ここで、日程の変更についてお諮りいたします。一般質問、行政報告及び提出議案に対する質

疑が終了いたしましたので、９月１０日の本会議は休会としたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、日程を変更することに決しました。 

 したがいまして、本日の議事日程に日程第３４「決算特別委員会の設置」、日程第３５「委員

会付託」を追加いたします。 

────────────・────・──────────── 

─  

ủ    日程第３４、決算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。認定第１号から認定第７号までの件を審査するため、議長及び議会選出の

監査委員を除く９名の議員を委員とする決算特別委員会を設置したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、認定第１号から認定第７号までの件を

審査する決算特別委員会を設置することに決しました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会

条例第５条第４項の規定により、議長において、河内山宏充議員、細田留美子議員、岩本ひろ子
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議員、河藤泰明議員、村中仁司議員、赤松義生議員、中本敦子議員、中村武央議員、中丸和則議

員を指名したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、ただいまの９名が決算特別委員会の委

員に選任されました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開を１５時２０分といたします。 

午後３時１１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時１９分再開 

ủ    再開いたします。 

 ただいま決算特別委員会を開催し、委員長に岩本ひろ子委員、副委員長に中本敦子委員を互選

したとの申し出がありましたので報告いたします。 

────────────・────・──────────── 

 

ủ    日程第３５、お諮りいたします。議案第４１号から議案第４６号及び認

定第１号から認定第７号は、会議規則第３５条第１項の規定により、お手元に配付の付託表のと

おり、各常任委員会及び決算特別委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、お手元に配付の付託表のとおり、各常

任委員会及び決算特別委員会に付託することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

ủ    本日はこれにて散会いたします。 

 次の本会議は、９月２４日午前９時から行います。 

午後３時２０分散会 

────────────────────────────── 
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   地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

                   議  長   中 川  裕 之 
 

 

                   署名議員   中 村  武 央 
 
 

                   署名議員   中 本  敦 子 
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─────────────────────────────────────── 

令和３年 第９回（定例）平 生 町 議 会 会 議 録（第２日） 

令和３年９月２４日（金曜日） 

─────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

令和３年９月２４日 午前９時００分開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 議案第４１号 令和３年度平生町一般会計補正予算 

日程第３ 議案第４２号 令和３年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第４ 議案第４３号 令和３年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第５ 議案第４４号 平生町章制定条例の一部を改正する条例 

日程第６ 議案第４５号 押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 

日程第７ 議案第４６号 工事請負契約の締結について（変更） 

日程第８ 認定第１号 令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第９ 認定第２号 令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第10 認定第３号 令和２年度平生町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第11 認定第４号 令和２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第12 認定第５号 令和２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第13 認定第６号 令和２年度平生町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第14 認定第７号 令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第15 魅力ある議会づくり調査特別委員会委員長報告 

追加日程第１ 議案第４７号 令和３年度平生町一般会計補正予算 

日程第16 同意第２号 平生町教育委員会委員の任命について 

日程第17 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第18 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

追加日程第２ 発委第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め

る意見書 
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日程第19 請願審査報告 平生町学校給食基本構想に関する請願 

日程第20 議員派遣について 

日程第21 委員会の閉会中の所管事務等の調査について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第２ 議案第４１号 令和３年度平生町一般会計補正予算 

日程第３ 議案第４２号 令和３年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第４ 議案第４３号 令和３年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

日程第５ 議案第４４号 平生町章制定条例の一部を改正する条例 

日程第６ 議案第４５号 押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 

日程第７ 議案第４６号 工事請負契約の締結について（変更） 

日程第８ 認定第１号 令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第９ 認定第２号 令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第10 認定第３号 令和２年度平生町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第11 認定第４号 令和２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第12 認定第５号 令和２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第13 認定第６号 令和２年度平生町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第14 認定第７号 令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第15 魅力ある議会づくり調査特別委員会委員長報告 

追加日程第１ 議案第４７号 令和３年度平生町一般会計補正予算 

日程第16 同意第２号 平生町教育委員会委員の任命について 

日程第17 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第18 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

追加日程第２ 発委第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め

る意見書 

日程第19 請願審査報告 平生町学校給食基本構想に関する請願 

日程第20 議員派遣について 
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日程第21 委員会の閉会中の所管事務等の調査について 

────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

１番 中丸 和則君       ２番 中村 武央君 

３番 中本 敦子さん       ６番 赤松 義生君 

７番 河藤 泰明君       ８番 岩本ひろ子さん 

９番 細田留美子さん       10番 河内山宏充君 

11番 平岡 正一君       12番 村中 仁司君 

13番 中川 裕之君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 金岡 泰史君       書記 園﨑 宏史君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 浅本 邦裕君  副町長 ………………… 髙木 哲夫君 

教育長 ………………… 清時 崇文君    会計管理者 …………… 田坂 孝友君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 …………………………………… 中尾 和正君 

地域振興課長 ………… 星出 一明君    町民福祉課長 ………… 淵上万理子さん 

税務課長 ……………… 池田 真治君  健康保険課長 ………… 川口 龍哉君 

産業課長兼農業委員会事務局長 ………………………………………… 吉岡 文博君 

建設課長 ……………… 友田  隆君 

教育次長兼学校教育課長 ………………………………………………… 河島  建君 

社会教育課長兼社会体育班長事務取扱 ………………………………… 三村 直子さん 

総務課主幹 …………… 横田 佳幸君 

     総務課長補佐兼財務班長  ………………………………………………… 久保 秀幸君 

────────────────────────────── 

午前９時００分開議 

ủ    ただいまの出席議員は１１名であります。定足数に達しておりますので、
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これより本日の会議を開きます。  

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

─  

ủ    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により、議長において赤松義生議員、河藤泰明

議員を指名いたします。 

ここで浅本町長から発言を求められておりますので、許可いたします。浅本町長。 

ủ    議員の皆さん、おはようございます。発言を許可していただきまして、

ありがとうございます。 

 実は９月９日の質疑の中で平岡議員から、普通交付税の中の地域デジタル社会の推進費につい

て、これはどのようなものかというお話がございました。それで、御報告をさせていただきたい

と思います。 

 まず、国のほうの創設の意図でございますが、全ての地域がデジタル化によるメリットを享受

できる地域社会のデジタル化を集中的に推進するため、地方公共団体においては地域の実情を踏

まえ、デジタル社会の恩恵を高齢者など多くの住民が実感できるためのデジタル活用支援、地域

におけるデジタル人材の育成・確保、条件不利地域等におけるデジタル技術を活用したサービス

の高度化などに速やかに取り組んでいただくため、令和４年度までの２カ年、一般財源として措

置されるものであります、ということでございました。 

本町といたしましては、普通交付税に措置されました一般財源を地域の実情を踏まえ、デジタ

ル化に向けて有効的に活用してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 
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ủ    日程第２、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」から日

程第７、議案第４６号「工事請負契約の締結について（変更）」及び日程第８、認定第１号「令

和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について」から日程第１４、認定第７号「令和２年

度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について」までの件を一括議題といた

します。 

これより、所管委員会における審査の経過並びに結果に関し、委員長の報告を求めますが、認

定第１号から認定第７号までの件を付託した決算特別委員会の報告は省略することに御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。それでは、岩本ひろ子総務厚生常任委員長。 

ủ  └╤ ↕╪  おはようございます。それでは、総務厚生常任委

員会の御報告をいたします。 

総務厚生常任委員会は９月１６日に委員会を開催し、本会議から付託された議案の審査を行い

ました。採決の結果、お手元の資料にありますように、予算、条例についての議案は全て、全会

一致で可決すべきとなりました。 

議案第４１号について、新庁舎整備事業に係る庁舎案内板等作成設置業務の内訳等の詳細につ

いて説明を求め、執行部側からは、住民サービスや来庁者への配慮の観点から重要な機能の一つ

であり、最優先する必要がある旨、説明がありました。これに対して委員からは、住民の利便性

を熟慮された上での今回の提案であり、案内板がもたらす効果と別途職員が案内する場合の公務

における継続性や効率性などを比較考量すれば、結果的には費用に見合うだけの効果はあるので

はないかという考えが示されました。また、課の編成が変更になった時はどのようになるのかと

の質疑に対しては、案内板に関しては、マグネットシートを使用しているためメンテナンス性に

富み、課の変更にも対応できる旨、回答がありました。 

議案第４４号については、町章の色の指定についての質疑があり、例規には、一般的に用いら

れるえんじ色と表記している。正式にはワインレッドとなるが、この色味を運用上指定すること

となるとの回答がありました。 

議案第４２号、４３号、そして、４５号については、質疑はありませんでした。 

以上、報告を終わります。 
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ủ    次に、中本敦子産業文教常任委員長。 

ủ  ↕╪   産業文教常任委員会は９月１７日に委員会を開催し、

本会議から付託された議案の審査を行いました。それぞれの議案について執行部に説明を求め、

質疑を行いました。採決の結果、お手元の資料にありますように、全会一致で全ての議案が可決

すべきとなりました。 

  主だった質疑を申し上げます。議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」の中山間

地域振興事業の交付金の対象について質疑がなされ、新規ではなく、今年度再開された集落であ

るとの回答を得ました。 

また、水産業振興費の水産振興対策事業費の補助金の内容について質疑がなされ、海水揚水ポ

ンプの設置費の補助とコロナの影響による漁協の水揚げの減少に際して、経営安定化に資するた

め、支援をしたものであるとの回答を得ました。 

  観光費の看板撤去業務について、立て直す予定はあるのかとの質疑がなされ、従来の内容での

立て直す計画はないとの回答を得ました。 

  土木総務費の住宅・建築物耐震化促進事業の財源に関連して質疑がなされ、国の制度変更によ

り、地域防災拠点建築物整備緊急促進事業と名称を改め、事業の対象となる施設へ町を経由して

補助金が支払われるようになったとの回答を得ました。  

中学校費の学校管理費のプール分析調査の手数料の内容について質疑がなされ、手数料はプー

ルの全面塗装をする際の、剥離された従来の塗装の処分方法、処分料積算のための費用であると

の回答を得ました。この議案に対しては賛成討論がありました。 

議案第４６号「工事請負契約の締結について（変更）」では、変更理由について質疑がなされ、

開削工事区間の取りやめと入札減により、推進工事を３０メートル延伸するものである旨の回答

がありました。 

  平生町学校給食基本構想に関する請願の審査については、紹介議員へ願意について説明を求め、

審査を行いました。審査の結果、委員会において、地域経済への影響に関する資料等の提出を執

行部へ求め、閉会中の継続調査とすることとなりました。 

 以上が主だった内容です。 

ủ    以上で委員長報告を終わります。 

 これより委員長報告に対する質疑を一括で行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

まず、議案第４１号から第４３号に対する反対討論はありませんか。 
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赤松義生議員。 

ủ     それでは、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」

について、反対の討論をいたします。 

 新庁舎整備事業費の１点で討論をいたします。 

 私は、当初、新庁舎の建設予算については反対をいたしました。しかし、その後の補正につい

ては、庁舎としての機能を確保するものであり、反対はしませんでした。しかし、今回の案内看

板等作成設置について、８００万円をかけるのはいかがなものかと思います。案内看板で全てが

解決するわけではありません。どこの部署に行けば、事務を取り扱っていただけるのかがわから

ない方は職員の方に聞くしかありません。私の経験では、どこの庁舎でも親切に案内をしてくだ

さいます。これが一番大事なのではないでしょうか。 

当初は１００万円程度の見積もりであったようですが、当初のままでとは言いませんが、適正

な金額に抑えるべきであります。 

以上で討論を終わります。 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

  中村武央議員。 

ủ     それでは、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」

について、賛成の立場で討論をいたします。 

  まず、歳出予算の２款、総務費、１項、総務管理費、３目、財産管理費、２４節、積立金の財

政基金、２億９，５７２万５，０００円の増額補正についてですが、その財源内訳が一般財源の

１億５，２２１万６，０００円に加え、歳入予算の１４款、国庫支出金、２項、国庫補助金、

１目、総務費国庫補助金、１節、総務管理費補助金の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金の１億４，３５０万９，０００円の全額が充てられていることを評価いたします。 

これは、２月補正時における暗黙の約束事であったと思いますけども、基金を取り崩しますが、

改めて積み戻します、というこのときの判断を履行されたものであります。従来であれば、国庫

補助金においては、積立金等の財源に充てることは困難であると、自分なりに理解をしていまし

た。今回の補正では現行予算にて実施予定である交付金事業の財源内訳に補正を加えることなく、

全額を基金に積み立てることで、住民サービスを低下させることなく、将来の財政需要に備える

ことができました。 

今夏の豪雨による災害対応に基金の充当が図られていますように、地球温暖化に伴う気象事象

に向き合うことが不可避の時代でもあります。それだけ職員の皆さんにはひとときの安堵の時間

もないかもしれませんけども、引き続き絶え間ない努力をお願いしておきたいと思います。 

次に、歳出予算の２款、総務費、１項、総務管理費、８目、新庁舎整備事業費、１２節、委託
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料の庁舎案内板等作成設置業務、８０３万円の増額補正についてです。執行部からは８月１９日

の新庁舎整備調査特別委員会、９月９日の本会議、９月１６日の産業文教常任委員会でそれぞれ

説明がありました。 

確かに決して安価な金額ではありませんが、これは、今の時代に新たな庁舎を整備するのであ

れば、ユニバーサルデザインの考え方からしても、欠かしてはならないものであると考えます。

また、新庁舎整備に係る住民アンケートの意見や多くの方々からいただいた新庁舎整備事業への

多額の特定寄附の使途の一つとして考えてみても、住民サービスのスケールアップとしての意味

は十二分にあると考えます。 

住民の方がそれぞれの用務で庁舎にお越しの際、誰に尋ねることなく、目的の窓口まで普通に

たどり着ける庁舎であってほしいと思います。とはいえ、職員さんの親切丁寧な対応も必要不可

欠のものであるということは、申し上げることもありません。 

ユニバーサルデザインによるものと職員さんの接客がマッチすることで、住民の方々にとって

はわかりやすい、利用しやすい庁舎を目指すということを担保に、令和３年度平生町一般会計補

正予算について、賛成討論といたします。 

ủ    次に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    以上で、議案第４１号から第４３号に対する討論を終了いたします。 

  続きまして、議案第４４号から第４６号に対する反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    以上で、議案第４４号から第４６号に対する討論を終了いたします。 

  続きまして、認定第１号から第７号に対する反対討論はありませんか。 

赤松義生議員。 

ủ     それでは、認定第１号「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算

について」、反対の討論を行います。 

 ２０２０年度を振り返ってみて、新型コロナの世界的な流行の中でその対応に苦労された年で

あったように思います。そうした中で印象に残るものとして、特別定額給付金事業において、住

民に対し、確実により早く届く体制をとられ、円滑に給付が進んだこと、また、独自の施策とし

て、子育て世代を重視した対応を行われたことは評価すべきものと思っています。 
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 また、通常の予算執行の中で、産科医確保支援事業、児童クラブ環境整備事業、都市公園遊具

施設改修事業、給食施設衛生管理及び労働環境整備事業、さらに、福祉医療対策乳幼児において

所得制限が撤廃されました。 

以上を考えると、基本的には評価すべきものと考えます。町長初め、職員の皆様の奮闘に敬意

を表するものであります。 

しかしながら、地方自治体の予算には、どうしても国の施策を反映せざるを得ない部分があり

ます。そうした中で、マイナポイントを付与することにより、マイナンバーカードの普及が図ら

れてきましたが、この制度は政府が所得や資産、税や社会保障給付などの個人データを一括して

掌握することにより、社会保障給付の削減を進めようとするものであり、認められません。 

森林環境贈与税の基金への積み立てについて、その原資は２０２３年度に東日本大震災の復興

のための税を翌年から名前を変えて財源とするものであり、あまりにも安易な方法です。 

最後になりますが、世界の国々の中で、日本は労働者の賃金面では伸びておらず、そうした中

で、今では時給１，５００円の実現が話題となっています。人事院の勧告とはいえ、地域の労働

者の賃金にも影響を及ぼし、職員の士気にも関わる期末手当の減額には賛成できません。 

以上、３点を理由として、私の反対の立場の討論を終わります。 

ủ    次に、賛成討論の発言を許します。 

   河内山宏充議員。 

ủ     認定第１号「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定

について」、２つの視点、第四次総合計画最終年度であること、そして、決算の収支状況からの

２つの視点から、また、理由を述べて、賛成討論といたします。 

  １点目です。第四次総合計画最終年度という視点から申し上げます。令和２年度一般会計歳入

歳出決算についてはプラスの評価をいたします。その理由を申し上げます。令和２年度は第四次

総合計画における最終年度であります。施策５２「持続可能な財政運営」に掲げられた指標値達

成度合いから判断をいたしました。示されている指標値は実質公債費率、目標値１４％以内、将

来負担比率１５０％以内、地方債現在高４４億４，０００万円以内、経常収支比率９０％以内、

町税収納率９９％以内、財政基金残高５億円以上という６指標のうち、令和２年度の決算からの

指標値はそれぞれ５つ、財政基金残高以外、５つの指標値で目標値を達成していますので、プラ

スの評価といたします。 

  ２つ目に一般会計歳入歳出決算の収支状況という視点から申し上げます。令和２年度一般会計

歳入歳出決算についてはマイナスの評価をいたします。理由を申し上げます。令和２年度一般会

計歳入歳出決算は、実質単年度収支が１億４，８６２万４，７８５円の赤字です。実質単年度収

支の赤字は平成３０年度以来です。その理由は基金の取崩額が積立額を上回ったためです。いわ
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ゆる貯金を多く使ったということです。常々、基金に頼らない財政運用を目指す、また、基金残

高の確保に取り組むと言われますが、一向に数字としてはあらわれてまいりません。 

  令和２年度はコロナ禍の影響とはいえ、基金積み立てに対する意識、備えが令和２年度に限ら

ず共有されていないのではないでしょうか。また、施策事業の継続、中止、新規の判断基準が根

拠に基づき検証がなされていないのではないでしょうか。今こそ具体的な方法がまさに問われて

いるものと判断をいたします。 

  以上、令和２年度一般会計歳入歳出決算の認定については、第四次総合計画最終年度であるこ

と、そして決算の収支状況という視点からを総合的に判断し、賛成の立場からの討論といたしま

す。 

ủ    次に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

○議員（２番 中村 武央君）  それでは、認定第１号「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算

の認定について」、賛成の立場で討論をいたします。 

  ２０１９年度繰越明許費を含む、令和２年度の最終予算額は７０億５，３０６万６，０００円

で、過去最高の予算額であり、令和２年度の決算額は、歳入総額６８億７，９０９万８，

６４１円、歳出総額６５億５，６６５万３，６０８円であり、いずれも過去最高額となっていま

す。形式収支は３億２，２４４万５，０３３円、実質収支では１億６１４万５，３３３円の黒字

となったものの、実質収支では２，８９８万４，４６６円、単年度収支では１億４，８６２万４，

７８５円の赤字となっています。 

財政状況を示す指標では、経常収支比率は８８．８％で前年度比３．０ポイントの改善、実質

公債費比率は１２．５％で対前年度比０．２ポイントの改善となっています。年度末の町債残高

は４４億２，５２８万６，０００円で対前年度比１億３，７２８万８，０００円の減少となって

おります。財政基金は、３億６，６７０万円程度の決算となっていますが、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金の国庫への返金など、会計処理上いたし方なく、２月補正にて基

金を取り崩した１億４，０００万円程度を考慮するならば、前年度と同程度の基金残高であると

言いかえることができるものと判断をいたします。 

数値的評価としては、厳しい財政状況の中においてではありますが、決算の状況は努力の跡が

垣間見えるものとなっています。コロナ対応の厳しい状況のもとで、健全財政の維持に努め、財

政運営に当たられた、町長さんを初め、職員の皆さんに敬意を表し、今回の決算認定に賛成をい

たします。 

令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症対策が最大の特徴と言っても過言ではない
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でしょう。１人１０万円の定額給付金事業を初めとして、町独自の取り組みも職員のアイデアを

受けて、積極的に実施をされました。当然のこととはいえ、国や県と連携して、最優先課題とし

て取り組まれたことに対し、住民ともども心からお礼を申し上げます。 

また、第五次平生町総合計画の策定で多忙を極めた中、数多くの計画等を改定する必要があっ

た令和２年度において、例年とほぼ変わらぬ職員数で、かつ、新型コロナウイルスへの職員の罹

患もなく、行政運営に当たられた職員の皆さんの職務への忠実な姿勢に敬意を表します。 

さらに、令和２年度においては、町長さんは３月３０日に専決処分をした補正予算を除き、

１１回の補正予算を４回の定例会に加え、６回の臨時会において議決を求められました。このこ

とは議会を尊重し、開かれた立場で審議、いわゆる議会との両輪によるまちづくりを実践するも

のであり、その姿勢を高く評価いたします。 

合わせて、町独自の取り組みについては、町民、事業者などにどのような成果をもたらしたの

か、検証の結果をＰＤＣＡサイクルから考えれば、非常に大切なことです。成果はすぐにあらわ

れるとは限りません。今後も継続して成果の検証を追い続けることを求めておきます。 

以上、令和２年度の決算認定に当たり、改めまして町長さんを初め、職員の皆様方の努力に感

謝し、お礼を申し上げるとともに、今後とも引き続き平生町の発展のため、力を注いでいただき

ますよう、お願いをして賛成討論といたします。 

ủ    次に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    以上で、認定第１号から第７号に対する討論を終了いたします。 

これより採決に入ります。 

 まず、議案第４１号「令和３年度平生町一般会計補正予算」を採決いたします。 

議案第４１号を両委員会に分割して付託した結果、両委員会とも可決との報告でありました。

議案第４１号は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立多数であります。よって、議案第４１号は委員長の報告のとおり可

決いたしました。 

 次に、議案第４２号「令和３年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算」を採決いた

します。 

議案第４２号に対する委員長の報告は、可決であります。 

議案第４２号は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、議案第４２号は委員長の報告のとおり可

決いたしました。 

 続きまして、議案第４３号「令和３年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算」を採決い

たします。 

議案第４３号に対する委員長の報告は、可決であります。 

議案第４３号は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、議案第４３号は委員長の報告のとおり可

決いたしました。 

 続きまして、議案第４４号「平生町章制定条例の一部を改正する条例」の件を採決いたします。 

議案第４４号に対する委員長の報告は、可決であります。 

議案第４４号は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、議案第４４号は委員長の報告のとおり可

決いたしました。 

 続きまして、議案第４５号「押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例」の件を採決い

たします。 

議案第４５号に対する委員長の報告は、可決であります。 

議案第４５号は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、議案第４５号は委員長の報告のとおり可

決いたしました。 

 続きまして、議案第４６号「工事請負契約の締結について（変更）」の件を採決いたします。 

議案第４６号に対する委員長の報告は、可決であります。 

議案第４６号は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、議案第４６号は委員長の報告のとおり可

決いたしました。 

 続きまして、認定第１号「令和２年度平生町一般会計歳入歳出決算の認定について」を採決い

たします。 

本案に対する委員長の報告は、認定であります。 
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本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立多数であります。よって、本案は委員長の報告のとおり認定いたし

ました。 

 続きまして、認定第２号「令和２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認

定について」から認定第７号「令和２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、認定であります。 

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、本案は委員長の報告のとおり認定いたし

ました。 

────────────・────・──────────── 

№╢ ≠ↄ╡  

ủ    日程第１５、魅力ある議会づくり調査特別委員会の委員長報告を求めま

す。河藤委員長。 

ủ     それでは、魅力ある議会づくり調査特別委員会の調査報告を申し

上げます。 

  本委員会では令和元年９月の設置以来、２年間に９回の委員会を開催し、慎重審議を重ねてま

いりました。そして、このたび、調査を終了するに当たり、調査結果を報告書としてまとめ、議

長に提出したうえで、皆様に配付する運びとなりました。報告書には活動の経緯とその結果を掲

載しておりますので、詳細につきましては、報告書からお読み取りいただきたいと思います。 

 調査を進める過程で、特に町民アンケートについては、多くの御意見をいただき、現状を再確

認いたしました。これらの貴重な御意見を、これからの議会活動に生かしていきたいと思います。 

 この報告を持ちまして、魅力ある議会づくり調査特別委員会としての活動は一旦終えますが、

二元代表制の一翼を担う平生町議会が常に町民に寄り添い、社会情勢の変化を勘案し、議会活動

を活性化させ、それぞれの使命と役割を果たしていくことをお約束して、報告といたします。 

ủ    以上で委員長報告を終わります。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

続きまして、討論に入ります。 
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まず、本案に対する反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    以上で、討論を終わります。 

これより採決に入ります。 

 魅力ある議会づくり調査特別委員会の調査報告については、委員長報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、委員長の報告のとおり決しました。 

ここで、暫時休憩いたします。再開を１０時５分といたします。 

午前９時４１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１０時０５分再開 

ủ    それでは再開いたします。 

ただいま、町長から議案第４７号「令和３年度平生町一般会計補正予算」が追加提出をされま

した。これを日程に追加し、追加日程第１として、議題に追加したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、議案第４７号を日程に追加し、追加日

程第１として議題とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

 

ủ    追加日程第１、議案第４７号「令和３年度平生町一般会計補正予算」を

議題といたします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。浅本町長。 

ủ    去る９月９日に御提案申し上げました議案につきまして、本会議並びに

付託常任委員会及び決算特別委員会におきまして慎重に御審議賜りましたこと、まずもって厚く

お礼を申し上げます。 

そして、ただいまは、予算３件、条例２件、事件１件、認定７件につきまして、御議決を賜り

ましてまことにありがとうございました。 

また、追加日程の御承認を賜り、ありがとうございます。 
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まもなく下半期に入りますので、事務事業の進捗に注意を払いますとともに、財政運営を含め、

行政の効率化に努め、住民生活の向上に全力を挙げて取り組んでまいる所存でありますので、議

員の皆様方におかれましても、よろしく御指導いただきますよう、お願い申し上げます。 

さて、本日御提案申し上げますのは、予算１件、人事案件３件でございます。 

それでは、議案第４７号「令和３年度平生町一般会計補正予算」について、御説明申し上げま

す。 

今回の補正額は７４６万５，０００円を追加いたしまして、予算総額は６３億９，７３７万１，

０００円となるものであります。 

このたびの補正は、湊の沖排水ポンプの排水管補修と８月１２日からの秋雨前線のはしりのよ

うな豪雨により被災した農業用施設、土木施設におきまして、単独災害復旧費として、それぞれ

復旧に要する経費を計上いたしております。 

まず、歳出から申し上げます。歳出は８ページからであります。 

河川維持改良費では、湊の沖排水ポンプの排水管に穴があき、排水に支障をきたしております。

応急処理を施しておりますが、今後の非常時に備え、補修に要する経費を計上いたすものであり

ます。 

８ページから９ページにかけての災害復旧費では、単独事業の農業用施設、土木施設におきま

して、地域の安全確保のため、修繕料と工事請負費として農業用施設３件、土木施設１件に所要

の経費を計上いたしております。 

戻りまして、７ページの歳入でありますが、湊の沖排水ポンプの排水管補修と災害復旧事業費

に要する一般財源には財政基金からの繰り入れにより対応いたすものであります。 

町債は、農業用施設、土木施設における単独災害復旧事業費の特定財源として計上いたすもの

であります。 

４ページの第２表、地方債補正につきましては、災害復旧事業債の起債額を変更いたすもので

あります。 

また、１０ページに地方債に関する調書を添付いたしておりますので、御参考に供していただ

きたいと思います。 

以上で、議案第４７号「令和３年度平生町一般会計補正予算」の説明を終わらさせていただき

ますが、説明不足の点につきましては、皆様方の御質問によりまして、私並びに説明出席者によ

りお答えをいたしたいと存じますので、御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

ủ    これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

これより討論に入ります。 

まず、本案に対する反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    これをもって、討論を終了いたします。 

これより採決に入ります。 

議案第４７号「令和３年度平生町一般会計補正予算」を起立により、採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって本案は原案のとおり可決されました。 

これより人事案件を議題といたします。この人事案件について、討論を省略いたしたいと思い

ます。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。 

────────────・────・──────────── 

 

ủ    それでは、日程第１６、同意第２号「平生町教育委員会委員の任命につ

いて」を議題といたします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。浅本町長。 

ủ    ただいまは、令和３年度平生町一般会計補正予算について、御議決を賜

りましてありがとうございました。 

続きまして、同意第２号「平生町教育委員会委員の任命について」の御説明を申し上げます。 

本町の教育委員会委員は４名でございますが、このうち、松村央美委員の任期が令和３年９月

３０日で満了となります。松村委員は、平成２５年から現在まで２期８年間、教育に関する幅広

い御識見により、本町の教育・文化の振興に貢献してこられました。このたび任期を迎えるに当

たり、引き続き、教育行政にお力添えをいただきたいとの申し出をいたしましたが、御本人から

後進に道を譲りたいとの強い申し出があり、この任期に際しまして御勇退いただくことになった

わけでございます。 
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後任につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第５項により、このた

びは伴浩一氏を任命いたしたいと存じます。 

伴氏の略歴は資料として添付いたしておりますが、長い教育現場での御経験を経られまして、

令和２年度から平生小学校学校運営協議会委員として御活躍されております。また、地域におき

ましても、住民の方々のよき指導者として、また、教育に対する強い熱意もお持ちでおられます

ことから適任であると判断するものであります。 

以上、御説明申し上げましたように、伴氏を教育委員会委員として任命いたしたく、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定によりまして、町議会の御同意を賜ります

ようお願いを申し上げます。 

ủ    これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 これより同意第２号を採決いたします。 

本案について、同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって本案は原案のとおり同意されました。 

────────────・────・──────────── 

 

 

ủ    日程第１７、諮問第２号及び日程第１８、諮問第３号「人権擁護委員

の推薦につき意見を求めることについて」を議題といたします。浅本町長。 

ủ    ただ今は、平生町教育委員会委員の任命につきまして、御同意を賜り

まして、まことにありがとうございました。 

続きまして、諮問第２号並びに第３号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て」の御説明を一括して申し上げます。 

まず、諮問第２号の御説明を申し上げます。 

法務大臣が委嘱する人権擁護委員は、国民の基本的人権の擁護と全ての権利や自由な人権思想

の普及及び高揚に努めるという重要な任務がございます。 

本町の人権擁護委員は現在４名でございますが、このうち木谷巖委員の任期が令和３年１２月 

３１日で満了となります。木谷委員は、平成２８年から現在まで２期６年間お務めをいただいて

おります。これまでの御活躍を考慮し、再度推薦いたしたいと存じます。 
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木谷氏の略歴は資料として添付いたしておりますが、現在は、民生委員児童委員として、本町

の地域福祉の増進のため、住民の生活や福祉全般に関する相談や援助活動に積極的に取り組まれ

ております。 

続きまして、諮問第３号の御説明を申し上げます。 

中丸和則委員の任期が令和３年１２月３１日で満了となります。中丸委員は、平成２４年から

現在まで３期９年間お務めをいただいております。これまでの御活躍に鑑み、このたび任期を迎

えるに当たり、引き続き、お力添えをいただきたいとの申し出をいたしましたが、御本人から後

進に道を譲りたいとの強い申し出があり、この任期に際しまして御勇退いただくことになったわ

けでございます。 

後任につきましては、今村富士乃さんを推薦いたしたいと存じます。 

今村さんの略歴は別紙として添付いたしておりますが、長い教育現場での御経験から、人権教

育関係にも精通をされた方でありまして、さらに人格、識見高く、広く社会の実情に通じておら

れますことから適任であると判断するものであります。 

以上、御説明申し上げましたように、木谷氏並びに今村氏を法務大臣に対し候補者として推薦 

いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、町議会の御意見を賜りますよう

お願いを申し上げます。 

以上で諮問第２号並びに諮問第３号につきましての説明を終わらさせていただきます。 

ủ    これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより、提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、諮問第２号を採決いたします。本案に対し、異議のない旨を回答することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、諮問第２号は異議のない旨、回答する

ことに決しました。 

  続きまして、諮問第３号を採決いたします。本案に対し、異議のない旨を回答することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、諮問第３号は異議のない旨、回答する

ことに決しました。 
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お諮りいたします。ただいま、河藤議会運営委員会委員長より、「コロナ禍による厳しい財政

状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」の提出がなされました。 

これを発委第２号として日程に追加し、追加日程第２として議題にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、この議案を日程に追加し、追加日程第

２として議題とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

 

ủ    追加日程第２、発委第２号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地

方税財源の充実を求める意見書」についての件を議題といたします。 

  河藤議会運営委員会委員長に提案理由の説明を求めます。河藤議会運営委員会委員長。 

ủ議会運営委員会委員長   それでは発委第２号の提案理由説明を行います。 

新型コロナウイルス感染症の拡大は変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的、

社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いています。 

このような中で地方財政は来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面

しています。地方自治体は、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、

防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保

障等への対応が迫られており、このためには地方税財源の充実が不可欠であります。 

そこで、本委員会はこのような状況の中で、行政サービスを安定的に提供していくため、①令

和 4 年度以降、3 年間の地方一般財源総額については、令和 3 年度の地方財政計画の水準を下回

らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い、社会保障関係経費

が増大している状況を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう十分な総額を

確保すること、②固定資産税は市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直

しは、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固

定資産税等に係る特例措置は、期限の到来をもって確実に終了すること、③令和 3年度税制改正

により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和 2年度と同額とする負担調整措置に

ついては、令和 3年度限りとすること、④令和 3年度税制改正により講じられた自動車税・軽自

動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、さらなる延長は断じて行わないこと、⑤炭素

に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税または地方譲与税として地方に税源

配分することを強く国に要望するものであります。 

平生町議会議員全員の強い意志をもって意見書を提出するものでありますので、よろしくお願
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いいたします。 

ủ    これをもって提案理由の説明を終わります。 

次に提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

続きまして討論に入ります。まず、本案に対する反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    以上で討論を終わります。 

これより採決に入ります。 

発委第２号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」を起

立により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

ủ    起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

────────────・────・──────────── 

 

ủ    日程第１９、「請願審査報告 平生町学校給食基本構想に関する請願」

を議題といたします。 

 産業文教常任委員長から、委員会において審査中の平生町学校給食基本構想に関する請願につ

きましては、議会規則第６９条の規定により、閉会中も引き続き審査したいとの申し出がありま

した。 

お諮りいたします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査に付すことに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続審査に付すことに決しました。 

────────────・────・──────────── 

⌐≈™≡ 

ủ    日程第２０、「議員派遣について」の件を議題といたします。 

お諮りいたします。議員派遣についての件は、お手元の配付の文書のとおりといたしたいと思
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います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。よって議員派遣についての件は、お手元に配付

の文書のとおりとすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

─ ─ ─ ⌐≈™≡ 

ủ    日程第２１、「委員会の閉会中の所管事務等の調査について」の件を

議題といたします。 

会議規則第６７条第１項の規定によって、総務厚生常任委員長、産業文教常任委員長及び議会

運営委員長から、お手元の配付のとおり、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

 お諮りいたします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ủ    御異議なしと認めます。したがいまして、各委員長からの申し出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

ủ    以上をもって、本定例会に付議されました案件の審議は、全て終了いた

しました。 

 これをもって、令和３年第９回平生町議会定例会を閉会いたします。 

午前１０時２８分閉会 

────────────────────────────── 
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